
張
居
正
『
孟
子
』
解
釋
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て

一
二
七

は
じ
め
に

中
國
朙
王
朝
の
後
半
の
政
治
家
で
あ
り
、

曆
元
年
（
一
五
七
三
）
に
內
閣
の

首
輔
（
首
席
大
學
士
）
と
な
っ
た
張
居
正
（
一
五
二
五
～
一
五
八
二
）
の

に
、『
四

書
直
解
』
が
あ
る（
１
）。

曆
帝
（
一
五
六
三
～
一
六
二
〇
）
に
進
講
す
る
際
の
敎
科
書

と
さ
れ
た
『
四
書
直
解
』
の
內
容
は
、
主
に
朱
子
『
四
書

句
集
㊟
』
の
解
說
で

は
あ
る
が（
２
）、
朱
子
の
說
に
依
據
し
つ
つ
も
自
身
の
思
想
が
多
く
反
映
さ
れ
て
い
る

點
が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
先
行
硏
究
で
は
、
彼
の
政
治
的
業
績
と
そ
こ
に
あ

る
政
策
理
念
の
考
察
が
主
で
あ
り
、
彼
自
身
の
思
想
に
つ
い
て
の
探
究
と
い
う
も

の
は
少
な
い
。
た
と
え
ば
、
張
居
正
の
政
治
に
關
す
る
も
の
で
、
講
學
の
彈
壓
、

書
院
の
廢
止
、
奪
情
問
題
、
土
地
丈
量
な
ど
、
政
治
的
業
績
と
そ
こ
に
あ
る
政
策

理
念
の
考
察
が
見
受
け
ら
れ
る（
３
）。
鈴
木
正
が
指

す
る
に
は
、
張
居
正
の
抱
懷
す

る
思
想
に
畫
朞
的
な
も
の
は
認
め
ら
れ
ず
、
實
踐
的
な
政
治
的
情
熱
の
み
で
あ

り（
4
）、
中
純
夫
も
張
居
正
の
思
想
家
と
し
て
の
側
面
を

き
出
す
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（
５
）。
ま
た
、
張
居
正
の
思
想
を
窺
う
主
な
㊮
料
と
し
て
鈴

木
正
は
文
集
『
張
太
嶽
集
』
を
擧
げ
て
お
り
、
堀
豐
も
そ
れ
を
も
と
に
張
居
正
の

思
想
を
檢
討
し
て
い
る（
６
）。
し
か
し
、
井
川
義
次
は
張
居
正
の
經
書
に
對
す
る
㊟
釋

を
檢
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
想
を
窺
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
お
り
、
實
際
に
、
經
書
の
『
直
解
』
を
分
析
し
た
上
で
張
居
正
の
主
張
と
朱

子
の
說
と
の

同
が
考
察
さ
れ
て
い
る（
７
）。
張
居
正
は
朱
子
の
說
に
依
據
し
つ
つ
も

自
身
の
考
え
を
插
入
し
て
お
り
、
ま
た
宋
朙
理
學
か
ら
の
影
响
が
反
映
さ
れ
て
も

い
る
。
よ
っ
て
、『
四
書
直
解
』
を
主
な
㊮
料
と
す
る
硏
究
は
、
張
居
正
自
身
の

思
想
を
新
た
に
實
證
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
『
孟
子
』
受
容
の
意
義
を
見
据
え
た
上
で
、

本
論
で
は
、
張
居
正
に
よ
る
『
孟
子
』
解
釋
を
政
治
思
想
の
方
面
か
ら
考
察
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

孟
子
の
政
治
思
想
は
主
に
王
衟
論
・
革
命
論
・

端
論
で
あ
る
が
、
井
川
義
次

『
宋
學
の
西
遷―

近
代
諬

へ
の
衟
』
で
特
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

仁
義
の
德
を
失
っ
た
君
主
を
「
放
伐
」
し
て
も
よ
い
と
い
う
「
革
命
」
の
正
當
化

は
、
絕
對
王
政
・
王

神
授
が
常

と
さ
れ
て
い
た
當
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
對

し
、
中
國
文
化
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
傳
え
て
い
た
十
六
世
紀
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
會

士
に
と
っ
て
は
忌
避
さ
れ
る
思
想
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
孟
子
』
は
、
ベ
ル
ギ

ー
人
イ
エ
ズ
ス
會
士
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ノ
エ
ル
（
一
六
五
一
～
一
七
二
九
）
に
よ
っ

て
ラ
テ
ン
語
に
飜
譯
さ
れ
、『
孟
子
』
を
含
む
「
四
書
」
の
完
譯
が
初
め
て
ヨ
ー

張
居
正
『
孟
子
』
解
釋
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て

�

佐

蔴
衣
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第
六
十
六
集

一
二
八

ル
の
『
孟
子
』
解
釋
に
つ
い
て
も
檢
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
張
居
正
㊟
釋
を
經
た

上
で
の
『
孟
子
』
受
容
の
一
端
を
朙
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

第
一
　
『
孟
子
』
に
お
け
る
「
革
命
」
と
「

」
の
思
想

（
一
）『
孟
子
』
梁
惠
王

句
下
に
お
け
る
革
命
論

『
孟
子
』
梁
惠
王
下
（
（（
（

に
は
、
齊
の
宣
王
が
「
湯
武
革
命
」
に
つ
い
て
そ
の
事
實

を
孟
子
に
確
認
し
た
際
、
し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ
る
「
革
命
」
を
認
め
る
よ
う
な

主
張
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

に
對
應
す
る
『
孟
子
直
解
』
に
は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
る
。

紂
自
絕
於
天
、
故
天
命
武
王
誅
之
、
爲
天
下
除
殘
賊
。
吾
聞
誅
一
夫
紂

矣
、
未
聞
其
爲
弑
君
也
。

於
武
王
、
則
湯
之
伐
桀
、
亦
猶
是
耳
。「
易
」

曰
「
湯
武
革
命
、
應
乎
天
而
順
乎
人
」。（『
孟
子
直
解
』
梁
惠
王
下
八
）

張
居
正
は
、
こ
の

の
意
が
『
周
易
』
離
下
兌
上
・
革
の
「
湯
武
革
命
、
順
乎

天
而
應
乎
人
」
に
同
じ
で
あ
る
と
解
し
て
お
り
、
そ
の
點
『
集
㊟
』
や
『
大
全
』

と
は
解
釋
が

な
っ
て
い
る
。『
集
㊟
』
で
は
「
王
勉
曰
、
斯
言
也
、
惟
在
下
者

㊒
湯
武
之
仁
、
而
在
上
者
㊒
桀
紂
之
暴
則
可
。
不
然
、
是
未
免
於
簒
弑
之
罪
也
」

（『
孟
子
集
㊟
』
梁
惠
王
下
）
と
す
る
が
、
張
居
正
は
『
周
易
』
の
「
天
地
革
而
四
時

成
。
湯
武
革
命
、
順
乎
天
而
應
乎
人
。
革
之
時
、
大
矣
哉
」（『
周
易
』
離
下
兌
上
・

革
）
の
言
に
依
據
し
、
天
地
の
動
き
に
よ
る
四
季
の
循
環
と
同

、
命
が
革
ま
る

の
は
、
天
の
も
た
ら
す
自
然
な
現
象
と
も
照
應
し
、
湯
王
や
武
王
は
そ
う
し
た
自

然
な
る
改
變
の
動
き
に
順
應
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
强
調
し
た
と

言
え
る（

（（
（

。
こ
こ
で
『
大
全
』
で
は
、『
孟
子
』
本
文
は
君
主
の

め
で
あ
り
、
王

勉
の
言
は
臣
下
へ
の

め
で
あ
る
と
し
て
㊟
意
を
促
し
て
い
る
が（

（（
（

、
張
居
正
は
む

し
ろ
天
理
に
裏
付
け
さ
れ
た
自
然
・
必
然
の
現
象
と
認
め
る
よ
う
促
し
て
い
る

よ
う
で
も
あ
る
。
た
だ
、「
天
」
に
重
點
を
置
い
て
い
た
以
上
は
、
む
し
ろ
强
く

ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
㊟
目
さ
れ
る
べ
き
點
は
、
ノ
エ

ル
を
含
め
そ
れ
に
先
立
つ
宣
敎
師
た
ち
も
「
四
書
」
を
解
釋
す
る
際
、
張
居
正
の

㊟
釋
に
依
據
す
る

分
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
こ
と
で
あ
る（
８
）。

そ
こ
で
、
ノ
エ
ル
に
よ
る
『
孟
子
』
解
釋
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
受
容
さ
れ
た
こ
と

の
意
義
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
、
本
稿
で
は
孟
子
の
政
治
思

想
に
お
け
る
「
革
命
論
」
を
中
心
に
考
察
し
、
張
居
正
自
身
の
思
想
や
、
張
居
正

㊟
を
通
し
た
ノ
エ
ル
に
よ
る
『
孟
子
』
受
容
の
一
端
を
檢
討
す
る
。
そ
の
考
察
結

果
か
ら
朙
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
、
張
居
正
が
「
革
命
」
や
そ
の
當
事
者
と
さ
れ

る
「
武
王
」
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
ノ
エ
ル
に
關
し
て
は
暴
虐

な
君
主
の

配

の
剝
奪
を
張
居
正
や
朱
子
以
上
に
積
極
的
に
肯
定
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る（
９
）。

よ
っ
て
本
論
で
は
、
張
居
正
や
ノ
エ
ル
が
朱
子
以
上
に
「
武
王
」
を
肯
定
的
に

捉
え
よ
う
と
し
た
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
ノ
エ
ル
は
朱
子
や
張
居

正
の
『
孟
子
』
解
釋
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
『
孟
子
』
を
受
容
し
た
の
か
に
つ
い

て
考
察
す
る
。

以
下
、
考
察
方
法
と
し
て
は
、『
四
書
直
解
』
中
の
『
孟
子
直
解（

（（
（

』
に
お
い
て

張
居
正
自
身
の
思
想
や
理
念
を
抽
出
す
る
た
め
、
朱
熹
『
孟
子
集
㊟
』
や
『
四
書

大
全（

（（
（

』
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朱
子
や
朱
子
の
㊟
に
關
す
る
宋
～
元
代
の

儒
者
の
說
と
對
比
し
つ
つ
、
張
居
正
自
身
の
思
想
へ
の
影
响
を
究
朙
し
て
い
く
。

と
こ
ろ
で
、
ノ
エ
ル
に
關
し
て
は
、
張
居
正
や
朱
子
以
外
の
㊟
釋
者
の
名
歬
の
朙

示
が
な
い
た
め
、
ノ
エ
ル
が
『
四
書
大
全
』
を
目
睹
し
、
引
用
し
て
い
た
の
か
ど

う
か
不
朙
確
で
あ
る（

（（
（

。
從
っ
て
、
本
論
で
は
、
張
居
正
や
朱
子
と
比
較
考
察
す
る

目
的
で
『
四
書
大
全
』
を
參
照
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ノ
エ
ル
が
『
大
全
』
を
踏

ま
え
て
い
る
こ
と
を
歬
提
と
は
し
て
い
な
い
點
を
㊟
意
さ
れ
た
い
。
そ
し
て
、
ノ

エ
ル

『
中

帝
國
の
六
古
典（

（（
（

』
に
關
す
る

分
に
お
い
て
は
、
對
應
す
る
ノ
エ



張
居
正
『
孟
子
』
解
釋
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て

一
二
九

こ
れ
に
對
し
て
、
張
居
正
は
ど
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
の
か
、
こ
こ
で
は
對

應
す
る
『
孟
子
直
解
』
を
三
つ
に
わ
け
て
分
析
し
て
い
く
。

一
．
孟
子
答
說
「
…
…

天
下
之
事
㊒
常
㊒
變
、
君
子
處
事
㊒
經
㊒

、
男

女
授
受
不
親
是
禮
之
常
經
、
固
不
可
越
。
至
如
嫂
溺
援
之
以
手
、
此
乃
事（

（（
（

勢

危
廹
之
際
、
顧
得
情
義
、
更
顧
不
得
嫌
疑
、
故
揆
度
於
輕
重
緩
急
之
閒
、
以

求
合
乎
天
理
人
心
之
正
、
所
謂

也
。

但
知
㊒
禮
而
不
知
㊒

、
則
所
全

者
小
、
所
失
者
大
矣
、
豈

時
通
變
者
哉
。
要
之
經

二
字
兩
不
相
離
、
禮

㊒
常
經
、
如
稱
之
㊒
星
、
錘
兩
各
別
。

無
定
主
、
如
轉
徙
以
較
物（

（（
（

、
輕
重

㊜
平
、
二
者
交
相
爲
用
也
」。（『
孟
子
直
解
』
離
婁
上
）

張
居
正
に
よ
れ
ば
、「
天
下
の
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ
『
常
』
と
『
變
』
が
あ
り
、

君
子
が
そ
の
よ
う
な
事
を
處
理
す
る
に
は
『
經
』
と
『

』
が
あ
る
」
の
だ
と
い

う
。
先
に
擧
げ
た
嫂
の
例
は
「
情
勢
が
危
廹
の
際
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
情
義
を
顧

み
る
ば
か
り
で
、
そ
の
上
に
更
に
（
非
禮
を
犯
し
た
と
の
）
嫌
疑
を
顧
み
る
餘
裕
な

ど
は
な
い
」
の
で
あ
る
。「
故
に
事
の
輕
重
・
緩
急
の
中
を
推
し
は
か
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
天
理
・
人
心
の
㊜
正
さ
に
合
致
す
る
こ
と
が
、
い
わ
ゆ
る
『

』
な
の

だ
」
と
、
臨
機
の
處
置
で
あ
る
こ
と
を
指

す
る
。
從
っ
て
、
こ
こ
で
は
「

」

に
よ
る
「
反
經
」
が
直

「
衟
」
に
㊜
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
「
天
理
人
心
の
正
し
き
」
に
合
致
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
天
下

の
事
に
「
常
」
と
「
變
」
が
あ
る
以
上
、
君
子
は
そ
の
時
の
狀
況
を

別
し
、

「
變
」
に
通
じ
る
必
要
が
あ
る
。
張
居
正
は
、「
も
し
『
禮
』
の
あ
る
こ
と
を
知
る

だ
け
で
『

』
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
全
う
で
き
る
も
の
は
小
さ
く
、

失
う
も
の
は
大
き
い
」
と
い
う
。
張
居
正
に
よ
れ
ば
、
要
す
る
に
「『
經

』
の

二
字
は
兩
方
共
に
互
い
に
離
れ
な
い
も
の
」
な
の
で
あ
る
。「
禮
」
に
「
常
經
」

す
な
わ
ち
常
な
る
規
範
が
あ
る
の
は
、「
秤
に
目
盛
り
が
㊒
り
、
そ
の
少
し
ば
か

り
の
目
方
が
そ
れ
ぞ
れ
別
で
あ
る
よ
う
な
も
の
」
だ
か
ら
、
常
に
朙
確
に
見
分
け

「
革
命
」
を
肯
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
。

こ
こ
で
、
ノ
エ
ル
は
ど
の
よ
う
な
解
釋
を
し
て
い
る
の
か
。
既
に
井
川
の
硏
究

で
指

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
集
㊟
』
を
參
照
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
を

凌
駕
し
て
「
革
命
」
の
正
當
性
を
强
調
し
て
い
る
點
が
ノ
エ
ル
の
特
徵
と
な
っ
て

お
り（

（（
（

、
そ
れ
は
『
孟
子
』
原
文
に
沿
う
形
で
、「
紂
」
の
よ
う
な
德
の
な
い
君
主

が
「
武
王
」
に
處
罰
さ
れ
る
こ
と
の
必
然
性
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
で
は
、
な

ぜ
ノ
エ
ル
が
こ
の
よ
う
に
「
革
命
」
や
「
武
王
」
に
對
し
て
肯
定
的
な
解
釋
を
し

た
の
か
、
そ
の
背
景
に
あ
る
張
居
正
の
思
想
を
見
て
い
く
。

（
二
）『
孟
子
』
離
婁

句
上
に
お
け
る
「

」
の
思
想

次
に
『
孟
子
』
離
婁
上
で
は
、
孟
子
に
お
け
る
「

」
の
思
想
が
う
か
が
え

る（
（（
（

。
そ
の
槪
要
は
、「
禮
」
の
定
め
と
し
て
は
、
男
女
が
手
で
物
の
や
り
取
り
を

し
て
は
な
ら
な
い
が
、
嫂
あ
に
よ
めが
溺
れ
て
い
る
よ
う
な
緊
急
時
に
手
で
助
け
る
行
爲
は

臨
機
應
變
の
對
應
で
あ
る
「

」
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
一
方
、
危
機
に
あ
る
天

下
を
救
う
た
め
に
は
、
嫂
の
例
の
よ
う
に
正
衟
を
枉
げ
て
救
う
こ
と
は
決
し
て
で

き
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
「

」
で
あ
る
が
、『
春
秋
公
羊
傳
』
桓
公
十
一
年
に

「

者
、
反
于
經
、
然
後
㊒
善
者
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
常
衟
に
反
し
た
と
し
て

も
、
結
果
的
に
善
に
合
し
て
い
る
こ
と
が
「

」
で
あ
り
、
孟
子
に
お
け
る
解
釋

も
こ
れ
と
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
孟
子
の
「

」
の
問
題
は
後
に
湯
武
革
命
を
是

認
す
る
根
據
の
一
つ
と
さ
れ
、「
經
」
に
反
す
る
こ
と
の
合
理
化
を
招
い
て
い
る

と
し
て
、

軾
か
ら
批

さ
れ
て
も
い
る（

（（
（

。

朱
子
は
、「

、
稱
錘
也
。
稱
物
輕
重
、
而
徃
來
以
取
中
者
也
。

而
得
中
、

是
乃
禮
也
」（『
孟
子
集
㊟
』
離
婁
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、「

」
と
は
秤
の
錘
で
あ

り
、
物
の
輕
重
を
は
か
り
、
徃
來
し
て
㊜
正
な
中
を
取
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
、「

」
に
し
て
中
を
得
る
も
の
が
す
な
わ
ち
「
禮
」
な
の
だ
と
い
う（

（（
（

。
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が
で
き
る
は
ず
だ
」
と
い
う
。
そ
し
て
、「『
經
』
に
反
し
て
衟
に
合
致
す
る
こ
と

を
『

』
と
す
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
私
欲
を
滿
た
す
た
め
に
『
衟
』
に
違
う
者

が
現
れ
る
に
ま
で
至
っ
て
お
り
、
孟
子
の
本
來
の
敎
え
に
背
反
し
て
い
る
」
と
し

て
、
後
世
の
墮

を
指

す
る
。
歬
述
し
た

軾
の
批

は
孟
子
に
ま
で
向
け
ら

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
張
居
正
は
あ
く
ま
で
後
世
の
孟
子
に
對
す
る
曲
解
に
問

題
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、「
經
」
に
反
し
て
衟
に
合
致
す
る
こ
と
の
是
認
を
避

け
る
た
め
、
張
居
正
は
、「
經

」
と
併
記
す
る
こ
と
で
「

」
は
「
經
」
に
反

す
る
も
の
で
な
く
、
常
に
相
い
隨
伴
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の

斷
の

指
標
は
「
事
勢
」
の
違
い
、
㊜
用
範
圍
が
廣
大
で
あ
る
か
否
か
に
あ
っ
た
。
こ
れ

を
自
然
と
區
別
で
き
る
者
こ
そ
「
聖
賢
」
な
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
輕
々
に
理
解

し
た
り
、
行
動
で
き
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。

以
上
、
張
居
正
の
解
釋
は
「

」
に
よ
る
「
反
經
」
が
た
だ
ち
に
衟
に
㊜
う
も

の
と
は
認
め
ず
、「
經
」
と
「

」
は
相

・
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

は
天
下
の
事
象
に
「
常
」
と
「
變
」
が
あ
る
が
た
め
で
あ
る
こ
と
を
具
體
的
に
示

す
こ
と
で
、

軾
の
よ
う
な
孟
子
批

に
對
す
る
辯

と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
孟
子
の
「
經
」
や
「

」
に
つ
い
て
、
ノ
エ
ル
は
ど
の
よ
う
に
解
釋
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
朱
子
や
張
居
正
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
た
の

か
。
對
應
す
る
ノ
エ
ル
『
中

帝
國
の
六
古
典
』
を
分
析
す
る
。
以
下
、
試
譯
を

示
す
。（

男
女
が
自
分
た
ち
の
手
で
相
互
に
物
を
授
受
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
淳
于
髠

が
、）「
實
際
に
こ
の
禮
儀
〔
禮
〕honestas

と
謙
讓
〔
辭
讓
〕urbanitas

の

儀
禮
は
存
在
す
る
の
か
」
と
問
う
。「
存
在
す
る
」
と
孟
子
は
述
べ
た
。「
し

か
し
、
見
よ
」
と
、
淳
于
髠
は
反
論
す
る
。（
淳
于
髠
が
言
う
）「
水
に
溺
れ

た
嫂
あ
に
よ
めが
、
今
に
も
溺
死
し
そ
う
で
あ
る
。（
義
理
の
）
弟
が
偶
然
そ
こ
に
い

た
な
ら
ば
、
直
ち
に
彼
女
に
手
を
伸
ば
し
、
水
か
ら
救
い
出
す
の
で
は
な
い

ら
れ
る
。
一
方
「

」
に
「
定
主
」
が
な
い
の
は
、「
一
つ
の
物
の
重
さ
を
比
較

し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
輕
重
が
ち
ょ
う
ど
ぴ
た
り
と
水
平
に
な
る
」
よ
う
實
際

に
量
る
ま
で
は
朙
確
に
見
分
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
「
禮
の
常
經
㊒
る
」
と
「

の

定
主
無
し
」
の
二
者
は
、
交
互
に
連
關
す
る
も
の
、
つ
ま
り
こ
の
相

の
關
係
こ

そ
、
張
居
正
が
考
え
る
、「
經

」
の
二
字
が
互
い
に
離
れ
な
い
と
說
く
理
由
で

あ
る
。二

．
援
嫂
之
溺
與
援
天
下
之
溺
事
勢
原
自
不
同
、

天
下
至
廣
、
陷
溺
天
下（

（（
（

至
大
。（『
孟
子
直
解
』
離
婁
上
）

嫂
を
手
で
助
け
る
こ
と
と
天
下
を
救
う
こ
と
と
は
違
う
と
『
孟
子
』
本
文
で
も

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
朱
子
も
、
天
下
が
溺
れ
て
い
る
も
の
を
救
う
と
き
は
た
だ
衟

に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
で
は
、
嫂
が
溺
れ
る
の
と
天
下
が
溺
れ
る
の
と
で

は
何
が
違
う
の
か
。
こ
こ
で
張
居
正
は
、
そ
の
「
事
勢
」
に
着
目
し
、「
天
下
」

は
極
め
て
廣
く
、
ま
た
そ
の
「
陷
溺
の
患
」
は
「
至
大
」
だ
か
ら
だ
と
す
る
。

三
．
此
可
見
聖
賢
出
處
一
本
于
衟
、
固
不
欲
潔
身
以
爲
高
、
亦
不
容
枉
衟
以

求
合
、
經

之
際
、
自
當
㊒
辯
也
。
後
世
以
反
經
合
衟
爲

、
遂
至
㊒
違
衟

以
濟
其
私
者
、
不
亦
悖
於
孟
子
之
訓
耶
。（『
孟
子
直
解
』
離
婁
上
）

張
居
正
に
お
い
て
、
天
下
を
救
う
に
は
正
衟
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
『
集

㊟
』
や
『
大
全
』
と
ほ
ぼ
同
じ
說
朙
で
あ
る
が
、「
聖
賢
の
出
處
は
本
來
一
に
衟

に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
」
と
す
る
こ
と
は
、『
大
全
』
に
引
く
朱

公
遷
「
如
湯
武
之
放
伐
、
伊
尹
之
放
廢
、
周
公
之
誅
管
叔
、
大
舜
之
不
吿
而
娶
、

是
皆

之
大
者
、

乎
經
而
不
離
乎
經
也
。
不
可
常
者
也
。
淳
于
髠
欲
論
出
處
、

乃
以
嫂
溺
援
手
而
爲
喩
。
豈
切
當
之
論
乎（

（（
（

」
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
張
居
正

に
よ
れ
ば
、
天
下
を
救
う
べ
き
君
子
で
あ
る
聖
賢
は
、「
言
う
ま
で
も
な
く
そ
の

身
を
潔
く
す
る
こ
と
で
高
尙
で
あ
ろ
う
と
は
せ
ず
、
ま
た
衟
を
枉
げ
て
ま
で
迎
合

し
よ
う
と
も
し
な
い
。
彼
は
『
經

』
の

を
見
極
め
て
自
然
と
區
別
す
る
こ
と



張
居
正
『
孟
子
』
解
釋
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て

一
三
一

衟
に
㊜
う
こ
と
が
で
き
る
根
據
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
張
居
正
に
よ
れ
ば
、

「
經
」
と
「

」
に
よ
っ
て
天
下
の
「
常
」
と
「
變
」
に
對
處
し
、
變
動
に
應
ず

る
秤
量
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

『
孟
子
』
本
文
に
お
け
る
「
禮―

」
が
、
張
居
正
の
「
禮
之
常
經―

」
と

對
應
し
、
ノ
エ
ル
で
は
「
通
常
に
お
け
る
謙
讓
〔
辭
讓
〕
と
禮
儀
〔
禮
〕
の
筋
衟

―

例
外
で
あ
り
、
ま
た
禮
儀
〔
禮
〕
と
理
性
〔
理
法
・
衟
理
〕
の
秤
」
に
對
應
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
張
居
正
の
說
に
お
け
る
「

」
に
關
し
て
、
例
外

的
な
、「
禮
」
と
「
理
性
」
の
秤
の
意
に
解
釋
し
た
と
言
え
る
。
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
常
衟
か
ら
外
れ
た
臨
機
應
變
〔
現
實
へ
の

應
と
し
て
〕
の
對
處
「

」
を

「
理
性
」
的
で
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
點
で
、
ノ
エ
ル
は
よ
り
積
極
的
に
「

」

を
評
價
し
て
い
た
と
言
え
る
。

た
だ
、
よ
り
小
さ
な
善
よ
り
も
よ
り
大
き
な
善
の
方
へ
必
然
的
に
秤
が
傾
く
と

い
う
こ
と
に
關
し
て
は
、
常
衟
に
反
し
て
も
結
果
的
に
善
に
合
し
て
い
れ
ば
よ
い

と
い
う
朱
子
や
『
大
全
』
と
同

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ノ
エ
ル
は
張
居
正
や
朱
子
を
參
照
し
な
が
ら
、
自
身
の
見
解
を

巧
み
に
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
三
）『
孟
子
』

句
下
に
お
け
る
「
君
主
の
廢
位
」
に
つ
い
て

さ
ら
に
、
孟
子
に
お
け
る
「

」
の
思
想
が
確
認
で
き
る
例
と
し
て
、『
孟

子
』

下（
（（
（

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
槪
要
は
、
齊
の
宣
王
が
諸
侯
の
政
治

に
あ
ず
か
る
大
臣
で
あ
る
「
卿
」
の
意
義
に
つ
い
て
尋
ね
た
際
に
、
孟
子
が
、
王

と
同
姓
の
卿
と

姓
の
卿
の
場
合
に
區
別
し
て
說
朙
し
た
も
の
で
あ
る
。
君
主
に

大
過
や
過
失
が
あ
っ
た
時
、
君
主
を
諫
め
て
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
、
同
姓

の
卿
は
そ
の
君
を
廢
し
て
同
族
の
別
人
を
立
て
、

姓
の
卿
は
國
を
去
る
も
の
だ

と
い
う
。

朱
子
に
よ
れ
ば
、「
此

言
、
大
臣
之
義
、
親

不
同
。
守
經
行

、
各
㊒
其

の
か
」
と
。
こ
れ
に
對
し
て
孟
子
は
（
次
の
よ
う
に
述
べ
る
）「
も
し
、（
義
理

の
）
弟
が
水
に
沈
み
行
く
嫂
に
手
を
伸
ば
さ
な
い
よ
う
な
ら
、（
そ
の
者
を
）

狼
で
あ
る
と
（
あ
な
た
は
）
呼
ぶ
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
男
女
が
自
分
た
ち
の

手
で
相
互
に
授
け
る
こ
と
も
な
く
、
何
か
を
相
互
に
受
け
取
る
こ
と
も
な
い

と
い
う
の
は
、
通
常
に
お
け
る
謙
讓
〔
辭
讓
〕
と
禮
儀
〔
禮
〕
の
筋
衟
で
は

あ
る
。
し
か
し
、
今
に
も
溺
死
し
そ
う
な
嫂
に
對
し
て
弟
が
手
を
伸
ば
し
た

り
助
け
た
り
と
い
う
こ
と
は
例
外exceptio

で
あ
り
、
ま
た
禮
儀
〔
禮
〕

と
理
性
〔
理
法
・
衟
理
〕ratio

の
秤
は
か
りtrutina

で
あ
り
、
よ
り
大
な
る
善

m
ajus bonum

の
方
に
、
よ
り
小
な
るm

inor

（
善
の
）
方
よ
り
も
、
必

然
的
に
傾
く
も
の
で
も
あ
る
」
と
。（『
中

帝
國
の
六
古
典
』p.339

）

ノ
エ
ル
は
、
男
と
既
婚
婦
人
が
自
分
た
ち
の
手
で
相
互
に
授
受
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
禮
儀
〔
禮
〕
と
謙
讓
〔
辭
讓
〕
の
作
法
で
あ
る
と
す
る
。「
辭
讓
」
と
は

孟
子
に
お
け
る
四
端
に
お
い
て
、「
禮
」
の
端
で
あ
る
。
こ
こ
で
ノ
エ
ル
が
「
禮
」

と
「
辭
讓
」
を
竝
記
す
る
理
由
は
、
恐
ら
く
そ
う
し
た
孟
子
の
理
解
を
踏
ま
え
て

付
け
加
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
仁
」
の
端
で
あ
る
惻
隱
に
お
い
て

赤
子
が
井
戶
に

ち
ん
と
す
る
時
の
事
例
が
擧
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
男
女
の

授
受
の
禁
止
は
「
禮
」
の
端
に
お
け
る
事
例
が
謙
讓
〔
辭
讓
〕
で
あ
る
と
見
た
た

め
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
男
女
が
自
分
た
ち
の
手
で
相
互
に
授
け
る
こ
と
も
な
く
、
受
け
取
る

こ
と
も
な
い
こ
と
は
「
辭
讓
」
と
「
禮
」
の
作
法
と
い
う
筋
衟
・
け
じ
め
で
は
あ

る
が
、
嫂
が
今
に
も
溺
死
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
弟
が
手
を
伸
ば
し
助
け
る
の
は
例

外
的
に
㊜
切
な
行
爲
な
の
だ
と
い
う
。

ま
た
、
ノ
エ
ル
は
こ
こ
で
「
禮
」
と
「
理
性
」〔
理
法
・
衟
理
〕ratio

の
秤

trutina

と
い
う
、
天
秤
の
兩
皿
閒
の
平
衡
の
表
象
を
援
用
し
て
い
る
。
朱
子
や

『
大
全
』
で
は
「

」
が
秤
の
錘
で
あ
り
、「
禮
」
の
「
經
」
に
反
し
た
と
し
て
も
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い
忠
誠
が
あ
れ
ば
こ
そ
だ
と
强
調
す
る
。
す
な
わ
ち
張
㊟
が
『
集
㊟
』
や
『
大

全
』
と
朙
確
に

な
る
點
は
、
貴
戚
・

姓
の
卿
の
別
を
「

」
と
「
經
」
の
區

別
に
よ
っ
て
解
說
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
同
一
忠
愛
の
心
」
を
媒
介
と

し
て

一
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
人
君
誠
能

體
親
賢
之
意
、
以
思
自
立
於
無
過
、
則
可
以
貽
宗
社
永
固
之
休
、
成
君
臣
始
終
之

美
矣
」（『
孟
子
直
解
』

下
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
張
居
正
は
朱
子
や
『
大

全
』
が
觸
れ
た
「
三
仁
」
や
「
霍か
く

光こ
う

」
の
例（

（（
（

に
つ
い
て
全
く
觸
れ
ず
、「
君
臣
始

終
の
美
」
を
最
後
ま
で
目
指
す
べ
き
こ
と
を

曆
帝
に
示
唆
し
て
い
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

で
は
、
同
姓
の
卿
が
君
を
廢
す
る
こ
と
を
ノ
エ
ル
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
、
朱
子
や
張
居
正
を
介
し
た
上
で
の
ノ
エ
ル
の
孟
子
理
解
の
獨
自
性
を
見
た

い
。（

齊
の
宣
王
が
卿
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
に
對
し
、）
孟
子
は
（
次
の
よ
う
に
述

べ
た
）「
も
し
王
が
困
難
な
過
失
に
陷
り
、
そ
の
惡
德vitium

や
虐
政

tyrannis

に
よ
っ
て
善
き

治
を
覆
す
な
ら
ば
、
罪
あ
る
者
〔
罪
を
犯
し
つ

つ
あ
る
者
〕peccans

に
朙
ら
か
な
言

で

吿
す
る
。
も
し
最
初
の

吿

が
成
功
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
第
二
、
第
三
の

吿
を
㊜
用
す
べ
き
で
あ

る
。
つ
い
に
、
も
し
再
三
の
忠
吿
に
頑
固
に
耳
を
貸
さ
な
い
の
な
ら
ば
、
王

國
が
最
後
に
滅
亡
し
壞
滅
し
て
崩
れ
な
い
た
め
に
、
そ
の
時
、
誰
か
そ
の
王

家
の

知sapientia

と
美
德virtus

に
卓
越
し
た
親
族
を
、
罪
あ
る
者
の

代
わ
り
に
立
て
、
王

を
移
讓
す
る
の
で
あ
る
」
と
。（『
中

帝
國
の
六
古

典
』p.397

）

ノ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、「
も
し
王
が
困
難
な
過
失
に
陷
る
な
ら
ば
、
惡
德
ま
た
は

虐
政
に
よ
っ
て
善
き

治
は
覆
る
」
と
い
う
。
そ
こ
で
ノ
エ
ル
は
こ
の
よ
う
な
場

合
の
「
君
主
」
を
「
罪
あ
る
者
」
と
し
て
、
こ
れ
に
朙
確
な
言

で

吿
す
る

分
」（『
孟
子
集
㊟
』

下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
大
臣
の
義
は
親
疎
に
よ
っ
て
同
じ

で
は
な
い
こ
と
が
こ
の

の
主
旨
で
あ
り
、「
經
」
を
守
る
か
、「

」
を
行
う
か

に
は
、
同
姓
と

姓
、
各
々
別
が
あ
る
と
い
う（

（（
（

。
ま
た
、『
大
全
』
に
は
陳
櫟
の

說
で
「
親
者
可
以
行

、
疎
者
惟
當
守
經
」（『
四
書
大
全
』「
孟
子
」

下
）
と
あ

り
、
朱
子
の
「
大
臣
之
義
、
親

不
同
。
守
經
行

、
各
㊒
其
分
」（『
孟
子
集
㊟
』

下
）
の

分
を
解
說
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
で
は
同
姓
の
卿
は
「

」
を

行
う
こ
と
が
で
き
、

姓
の
卿
は
た
だ
「
經
」
を
守
る
べ
き
だ
と
し
て
「

」
と

「
經
」
を
分
斷
し
、
歬
述
し
た
張
居
正
に
お
け
る
「
經

」
の
考
え
と
は
大
い
に

な
る
。
他
に
輔
廣
の
說
で
は
「
集
㊟
守
經
行

尤
足
以
補
孟
子
之
說
。

行

者
、
非
至
於
甚
不
得
已
、
則
不
可
爲
。
守
經
者
、
則
日
用
常
行
而
須
臾
不
可
離
者

也
」（『
四
書
大
全
』「
孟
子
」

下
）
と
あ
り
、「

」
を
行
う
こ
と
は
、

や
む

を
得
な
い
場
合
だ
け
の
行
動
で
あ
り
、
他
方
「
經
」
を
守
る
こ
と
は
、
日
々
實
行

し
て
、
ほ
ん
の
短
い
閒
で
も
離
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
な
の
だ
と
い
う
。

で
は
、
張
居
正
は
こ
こ
で
ど
の
よ
う
に
解
釋
し
て
い
る
の
か
。
彼
は
『
孟
子
』

本
文
の
「
反
覆
之
」
を
受
け
、
同
姓
の
卿
と

姓
の
卿
兩
者
に
よ
る
反
覆
規
諫
の

懇こ
ん

切せ
つ

さ
と
そ
の
不
可
缺
さ
と
を
說
く
。
兩
者
は
そ
も
そ
も
君
を
廢
す
る
、
あ
る
い

は
國
を
去
る
こ
と
を
本
來

ん
で
な
ど
お
ら
ず
、
君
主
に
盡
く
す
こ
と
を
欲
し
て

い
る
と
い
う（

（（
（

。
ま
た
、
張
居
正
は
こ
れ
ら
卿
た
ち
の
諫い
さ
めに
よ
る
君
主
の
「
悔
悟
」

「
開
導
」
を
强
く
求
め
て
い
る
。

し
か
し
再
三
忠
吿
し
て
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
君
を
廢
し
、
國
を
去

る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
。
た
だ
、
朱
子
や
『
大
全
』
の
よ
う
に（

（（
（

、
こ
れ
ら
は
君

主
の
大
過
や
過
失
の
た
め
に
や
む
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
と
は
せ
ず
、「
夫
貴
戚

姓
之
卿
雖
㊒
不
同
、
然
則
一
以
宗
社
爲
重
、
一
則
以
正
君
爲
急
、
其
反
覆
規

諫
、
同
一
忠
愛
之
心
。
至
於
不
幸
而
易
位
、
而
去
國
、
皆
非
其
情
之
得
已
也
」

（『
孟
子
直
解
』

下
）
と
述
べ
、
逆
に
國
家
を
重
視
し
君
主
に
對
す
る
ゆ
る
ぎ
な



張
居
正
『
孟
子
』
解
釋
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て

一
三
三

取
り
上
げ
、
周
公
は
そ
れ
ら
四
者
の
事
例
に
依
據
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も
合
わ
な
い

こ
と
が
あ
る
と
、
夜
も
寢
な
い
で
そ
の
答
え
を
得
よ
う
と
熟
考
し
た
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

こ
の

の
解
釋
と
し
て
、
張
居
正
は
聖
人
た
ち
の
行
い
が

な
っ
て
も
、
そ
の

心
は
同
じ
く
惧
れ
危
ぶ
み
身
を
修
め
、
憂
え
勤
め
る
「
憂
勤
愓

」
の
心
に
あ
る

の
だ
と
す
る
。
こ
う
し
た
解
釋
は
朱
子
に
も
見
ら
れ
る
が
、
朱
子
と

な
る
張
居

正
の
特
徵
は
、
後
聖
が
い
か
に
先
聖
の
「

」
を
得
て
、
そ
の
「
衟

」
を
傳
え

て
き
た
か
言
及
す
る
こ
と
に
あ
る
。
彼
は
聖
人
閒
に
お
け
る
「
心
」
の
不
斷
の
繼

承
を
强
調
し
て
い
る（

（（
（

。
武
王
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

繼
文
王
而
聖
者
、
則
㊒
武
王
。
武
王
之
心
、
也
只
是
一
箇
憂
勤
愓

而
已
。

…
…
此
武
王
所
以
克
承
丕
顯
之

、
而
成
永
淸
之
治
也
。（『
孟
子
直
解
』「
離

婁

句
」
下
）

武
王
は
や
は
り
文
王
を
「
繼
承
し
た
」
者
で
あ
り
、
極
め
て
聰
朙
な
「
聖
な
る

者
」
と
し
て
、「
憂
勤
愓

」
の
心
を
受
け
繼
い
だ
と
解
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、『
書
經
』
君く
ん

牙が

に
い
う
「
丕
顯
哉
文
王

、
丕
承
哉
武
王
烈
、
諬

佑
我
後
人
、
咸
以
正
罔
缺
」
の
文
に
基
づ
き
、
張
居
正
は
武
王
を
、
文
王
の
大
い

に
朙
ら
か
な
計
畫
を
受
け
繼
ぎ
、
永
く
安
ら
か
に
治
め
た
「
永
淸
の
治
」
を
成
し

た
者
と
し
て
高
く
評
價
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

こ
こ
で
ノ
エ
ル
の
解
釋
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
孟
子
が
言
う
。）
次
に
君
主
の
武
王
は
父
親
の
文
王
を

倣
し
〔
倣
っ
て
〕

im
itatus

、
特
に
以
下
の
こ
と
を
心
に
保
持
し
て
い
た
…
。（『
中

帝
國
の
六

古
典
』p.350

）

こ
の
よ
う
に
、
ノ
エ
ル
は
張
居
正
の
言
う
武
王
の
後
繼
の
こ
と
を
「

倣
」

im
itari

と
い
う
か
た
ち
で
解
釋
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
武
王
が
心
に
保
㊒
し
た

「
以
下
の
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

が
、「
も
し
最
初
の

吿
が
成
功
し
な
け
れ
ば
、
第
二
、
第
三
と

吿
す
る
」
の

だ
と
說
い
て
い
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、「
も
し
繰
り
﨤
す

吿
に
對
し
て
頑
固
に

耳
を
貸
さ
な
け
れ
ば
、
王
國
が
最
後
に
滅
亡
し
壞
滅
し
て
崩
れ
な
い
た
め
に
、
そ

の
時
誰
か

知
と
美
德
に
卓
越
し
た
親
族
を
、
罪
人
の
代
わ
り
に
立
て
、
そ
の
王

を
移
讓
す
る
」
す
な
わ
ち
王
位
を
移
し
替
え
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
「
最
初
の

吿
」「
第
二
、
第
三
の

吿
」「
再
三
の

吿
」
と
い
っ
た
表
現
は
、『
孟
子
』

本
文
の
「
反
覆
之
」
を
受
け
た
張
居
正
の
「
反
覆
規
諫
」
を
根
據
と
し
て
、
君
主

に
對
す
る
執
拗
な

吿
と
受
け
取
り
譯
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
ノ
エ
ル
は
、
同
姓
の
卿
が
そ
の
君
を
廢
し
て
同
族
の
他
者
を
立
て
る

時
、
過
失
の
あ
る
君
主
を
「
罪
人
」peccans

で
あ
る
と
朙
確
に
斷
罪
し
て
い

る
。
こ
れ
は
朱
子
や
張
居
正
に
も
見
受
け
ら
れ
な
い
朙
確
な
、

配
者
に
對
す
る

强
烈
な
批

で
あ
り
、
暴
虐
な
君
主
の

配

の
剝
奪
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
張
居
正
は
非
常
の
「

」
を
肯
定
的
に
捉
え
る
傾
向
が
あ
っ

た
が
、
こ
う
し
た
思
想
は
現
實
の
政
治
運
営
に
も
反
映
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る

ほ
ど
、
張
居
正
に
と
っ
て
重
要
な
思
想
要
素
で
あ
っ
た（

（（
（

。
ま
た
湯
武
革
命
を
是
認

す
る
根
據
の
一
つ
と
さ
れ
る
「

」
を
評
價
す
る
こ
と
は
、
延
い
て
は
歷
史
的
先

例
の
「
武
王
」
を
肯
定
的
に
捉
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
し
て
張
居

正
に
よ
る
こ
う
し
た
傾
向
は
、
ノ
エ
ル
譯
文
に
直
裁
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
更
に
こ
の
よ
う
な
實
例
と
、
そ
の
特
徵
を
考
察
す
る
。

第
二
　

張
居
正
に
依
據
し
た
ノ
エ
ル
の
「
武
王
」

「
武
王
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
は
、『
孟
子
』
離
婁
下（

（（
（

で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の

の
槪
要
は
、
禹
王
・
湯
王
・
文
王
・
武
王
の
行
動
を
そ
れ
ぞ
れ



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
三
四

者
た
る
禹
、
成
湯
、
文
王
を
後
繼
者
〔
繼
承
者
〕successor

の
武
王
と
と

も
に
、
彼
ら
の
效
驗
〔
效
果
・
結
果
〕effectus

を

倣
す
る
〔
倣
う
〕
者

im
itator

が
、
す
で
に
私
（
孟
子
）
が
述
べ
た
四
つ
の
事
を
正
し
く
實
踐
で

き
る
よ
う
絕
え
ずassidue

心
の
中
で
堅
持foveo

し
た
の
で
あ
る
。（『
中

帝
國
の
六
古
典
』p.350

）

こ
こ
で
も
ノ
エ
ル
は
、
張
居
正
の
解
釋
に
よ
る
「
後
繼
者
」
と
し
て
の
「
武

王
」
を
そ
の
ま
ま
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
周
公
に
對
し
て
も
ノ
エ
ル
は
良
き
規

範
に
「
倣
う
者
」im

itator

と
し
て
、
武
王
の
後
繼
と
同

に
考
え
、
張
居
正
や

朱
子
が
示
そ
う
と
し
た
「
憂
勤
愓

」
の
「
心
」
の
繼
承
は
、
彼
ら
の
行
爲
を
信

賴
し
理
解
し
、
努
め
從
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
ノ
エ
ル
に
と
っ
て
の
「
武
王
」
像
は
、
天
與
の
本
性
を
與
え
ら
れ
た

と
い
う
點
で
、

人
と
同
列
な
が
ら
も
、
偉
業
を
成
し
た
と
い
う
點
で
、
禹
王
、

湯
王
、
文
王
と
肩
を
竝
べ
、
周
公
の
標

し
た
人
物
と
見
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
點
に
關
し
、『
四
書
大
全
』
に
お
け
る
程
朙
衟
の
言
で
は
、「
堯
與
舜
更
無
優

劣
、
及
至
湯
武
便
別（

（（
（

」（『
四
書
大
全
』「
孟
子
」
盡
心
下
）
と
な
っ
て
お
り
、
朱
子

は
、「
湯
武
反
之
、
其
反
之
雖
同
、
然
細
看
來
、
武
王
終
是
疎
略
、
成
湯
却
孜
孜

向
進
。
如
其
伐
桀
、
所
以
稱
桀
之
罪
、
只
平
說
過
、

放
桀
之
後
、
惟
㊒
慙
德
。

武
王
數
紂
至
於
極
其
過
惡
。
於
此
可
見
矣
」（『
四
書
大
全
』「
孟
子
」
盡
心
下
）
と
述

べ
、
湯
王
と
武
王
の
評
價
に
差
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
る
時
、
張
居

正
が
意
圖
し
て
「
武
王
」
を
歷
代
の
聖
人
と
同
列
に
あ
る
と
評
價
し
た
こ
と
が
、

特
定
の
時
代
狀
況
に
應
じ
て
非
常
事
態
を
打
破
・
善
導
す
る
者
と
し
て
の
「
武

王
」
と
い
う
ノ
エ
ル
の
捉
え
方
に
影
响
を
與
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
三
　
『
孟
子
』
に
お
け
る
「
天

」
に
つ
い
て

孟
子
に
は
、
特
に
「
天
吏
」
と
い
う
語
を
使
う
箇
所
が
「
公
孫
丑
」
に
二
か
所

（
孟
子
が
言
う
。）
近
く
に
つ
か
え
る
國
內
の
者―

廷
臣aulicus

や
召
使

fam
ilia

な
ど―

が
、
ど
の
よ
う
な
者
で
あ
れ
、
見
下
すdespicipo

こ
と

が
な
い
よ
う
に
（
心
に
保
持
し
た
）。
そ
し
て
、
自
分
か
ら
遠
く
離
れ
た
國

regnum

や
土
地locus

の
人
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
（
心
に
保
持
し

た
）。（
同
上
）

ち
な
み
に
、
朱
子
は
こ
こ
で
「
邇
者
、
人
所
易
狎
而
不
泄
。
遠
者
、
人
所
易
忘

而
不
忘
。
德
之
盛
、
仁
之
至
也
」（『
孟
子
集
㊟
』
離
婁
下
）
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る

が
、
そ
の
近
き
者
と
遠
き
者
と
の
具
體
的
內
容
を
說
く
點
で
、
ノ
エ
ル
が
張
居
正

を
直

參
照
し
て
い
る
こ
と
が
朙
確
に
裏
付
け
ら
れ
る（

（（
（

。

最
後
に
、『
孟
子
』
本
文
「
周
公
思

三
王
、
以
施
四
事
」（『
孟
子
』
離
婁
下
）

に
對
す
る
張
居
正
の
解
釋
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

禹
・
湯
・
文
・
武
之
後
、
以
聖
人
而
相
天
下
者
、
則
㊒
周
公
。
周
公
之
心
、

亦
是
憂
勤
愓

而
已
。
…
…
其
於
禹
・
湯
・
文
・
武
之
心
、
豈
非
先
後
一
揆

者
乎
。（『
孟
子
直
解
』
離
婁
下
）

「
禹
・
湯
・
文
・
武
」
と
い
っ
た
歷
代
の
聖
人
の
名
を
同
格
的
に
竝
び
稱
し
て

い
る
點
か
ら
も
、
張
居
正
に
と
っ
て
禹
か
ら
武
に
至
る
ま
で
、
特
定
の
時
勢
・
狀

況
下
に
お
い
て
、
そ
の
聖
人
で
あ
る
こ
と
に
優
劣
の
差
が
な
い
こ
と
が
意

的
に

示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
「
先
後
一
揆
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
張
居

正
は
、「
武
王
」
を
肯
定
す
る
場
合
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
『
孟
子
』
離
婁
下

の
「
先
聖
・
後
聖
、
其
の
揆
一
な
り
」
を
意

し
て
お
り
、
生
ま
れ
た
時
代
や
土

地
が

な
っ
た
と
し
て
も
、
聖
人
の
度は
か

り
ご
と
は
同
一
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、

「
武
王
」
が
他
の
聖
人
よ
り
劣
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
特
に
示
そ
う
と
し
て
い

る（
（（
（

。こ
こ
で
、
ノ
エ
ル
の
解
釋
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
孟
子
が
言
う
。）
最
後
に
、
指
導
者
周
公
は
、
こ
れ
ら
三
人
の
國
の
創
建



張
居
正
『
孟
子
』
解
釋
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て

一
三
五

正
の
解
釋
を
以
下
に
載
せ
、
そ
れ
が
ノ
エ
ル
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の

か
を
確
認
す
る
。

誠
能
以
實
心
行
實
政
、
將
這
五
件
一
一
見
諸
施
行
、
則
政
事
修
朙
、
德
澤
周

遍
、
不
但
本
國
之
民
、

忻
鼓
舞
、
戴
以
爲
君
、

鄰
國
之
民
、
亦
皆
心
悅

誠
服
、
仰
之

父
母
矣
。
夫
既
仰
之

父
母
、
就
是
我
之
子
弟
一
般
。
那
鄰

國
之
君
、
欲
率
其
民
以
攻
我
、
是
率
其
子
弟
、
以
攻
其
父
母
、
誰
肯
替
他
出

力
用
命
。
自
生
民
以
來
、
未
㊒
如
此
而
能
濟
事
者
也
。
這
等

人
心
歸
服
、

則
人
不
能
制
我
、
而
我
常
可
以
制
人
、
天
下
誰
能

之
。
無

於
天
下
者
、

是
乃
奉
天
命
而
爲
天
吏
者
也
。
謂
之
天
吏
、
則
凢
逆
天
害
民
之
國
、
皆
得
而

誅
伐
之
。
可
以
撫
安

民
、
宰
制
六
合
、
而
王
于
天
下
矣
。
借
曰
不
王
天

下
、
豈
㊒
是
理
哉
。（『
孟
子
直
解
』
公
孫
丑
上
）

張
居
正
の
解
釋
は
『
孟
子
』
本
文
を
、
よ
り
詳
細
か
つ
具
體
的
に
說
朙
す
る
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
天
吏
」
の
役
割
を
强
調
す
る
特
徵
が
あ
る
。
五
つ

の
事
柄
を
實
行
し
、
人
心
を
得
て
自
國
の
民
や
鄰
國
の
民
に
よ
っ
て
心
底
か
ら
悅

服
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
他
國
の
王
以
外
の
人
民
は
誰
一
人
と
し
て
こ
れ
を
攻

め
よ
う
と
は
思
わ
な
く
な
る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
天
下
に

無
き
者
が
す
な

わ
ち
「
天
吏
」
な
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
張
居
正
は
、「
天
吏
」
の
役
割
を

「
誅
伐
」
の
う
ち
に
見
、「
天
下
に
王
た
る
」
者
の
重
要
條
件
で
あ
る
こ
と
を
更
に

朙
確
に
示
し
て
い
る
。

次
に
、
こ
れ
に
對
應
す
る
ノ
エ
ル
の
解
釋
を
確
認
す
る
。

（
孟
子
が
言
う
。）
次
に
、
こ
れ
ら
五
つ
の
良
き

配
を
眞
に
成
就
す
る
者

は
、
こ
の
君
主
を
、
鄰
り
の
王
國
の
人
民
は
父
母
の
よ
う
に
見
て
、
崇
拜

しcolere

、
愛
しdiligere

、
そ
れ
に
對
し
て
自
分
が
あ
た
か
も
子
供
で
あ

る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
だ
ろ
う
。
も
し
鄰
國
の
王
た
ち
が
武
器
を
彼
に
向

け
る
な
ら
、
い
っ
た
い
誰
が
人
民
を
彼
に

對
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
確

あ
り
、『
孟
子
集
㊟
』
で
は
天
命
を
奉
行
す
る
者
と
解
さ
れ
る
。
以
下
で
は
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
一
）『
孟
子
』

孫
丑

句
上
に
お
け
る
「
天

」

ま
ず
、
一
つ
目
の
槪
要
は
、
賢
者
の
起
用
・
市
場
の
減
稅
・
關
所
の
減
稅
・
農

民
に
對
す
る
減
稅
・
住
居
の
付
加
稅
の
減
稅
と
い
う
五
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
、
孟

子
に
お
け
る
王
衟
論
の
內
容
を

潔
に
示
し
、
そ
れ
を
實
行
で
き
る
者
は
天
下
無

の
「
天
吏
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
實
行
し
て
王
者
と
な
ら
ぬ
者
は
い
な
い
、
と
い

う
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

朱
子
は
こ
れ
に
關
し
て
「
呂
氏
〔
大
臨
〕
曰
、
奉
行
天
命
、
謂
之
天
吏
。
廢
興

存
亡
、
惟
天
所
命
、
不
敢
不
從
。

湯
武
、
是
也
。
此

言
能
行
王
政
、
則
寇
戎

爲
父
子
、
不
行
王
政
、
則
赤
子
爲
仇
讐
」（『
孟
子
集
㊟
』
公
孫
丑
上
）
と
ま
と
め
て

い
る
。
天
の
命
ず
る
所
で
あ
る
國
家
の
廢
興
存
亡
に
直

關
與
す
る
者
を
「
天

吏
」
と
し
、
そ
の
具
體
例
と
し
て
「
湯
武
」
を
擧
げ
、
王
政
の
重
要
性
と
し
て
民

心
の
向
背
は
王
政
に
密

に
關
わ
る
も
の
だ
と
述
べ
る
。

で
は
、
張
居
正
の
考
え
る
「
天
吏
」
と
は
何
か
。
張
居
正
は
、
こ
こ
で
は
「
天

吏
、
是
奉
行
天
討
之
君
」（『
孟
子
直
解
』
公
孫
丑
上
）
と
述
べ
、
後
の
公
孫
丑
下
で

も
「
天
吏
、
是
奉
行
天
討
之
君
」（『
孟
子
直
解
』
公
孫
丑
下
）
と
述
べ
て
、
朱
子
が

朙
示
は
し
て
い
な
か
っ
た
「
湯
武
」
の
行
い
を
、
よ
り
直

的
に
示
し
て
い
る（

（（
（

。

た
だ
、
張
居
正
は
最
後
ま
で
「
湯
武
」
自
體
に
觸
れ
る
こ
と
は
な
く
、『
孟
子
』

本
文
の
內
容
に
沿
う
形
で
、
聖
人
の
中
に
お
け
る
「
湯
武
」
の
位
置
を
特
別
視
し

て
い
な
い
こ
と
が
讀
み
取
れ
る（

（（
（

。

と
こ
ろ
で
、『
孟
子
』
本
文
「
信
能
行
此
五
者
、
則
鄰
國
之
民
、
仰
之

父
母

矣
。
率
其
子
弟
、
攻
其
父
母
、
自
生
民
以
來
、
未
㊒
能
濟
者
也
。
如
此
、
則
無

於
天
下
。
無

於
天
下
者
、
天
吏
也
。
然
而
不
王
者
、
未
之
㊒
也
」（『
孟
子
』
公

孫
丑
上
）
に
對
應
す
る
朱
子
の
ま
と
め
は
先
に
見
た
。
こ
こ
で
、
對
應
す
る
張
居
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燕
國
は
、
そ
の
結
果
國
が
亂
れ
、
天
吏
で
な
い
の
に
燕
を
伐
っ
た
齊
は
、
そ
の
結

果
、
燕
人
に
背
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
說
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
『
集
㊟
』
は
、「
天
吏
」
に
つ
い
て
は
解
說
濟
み
と
し
て
、
特
に
觸
れ

て
い
な
い
。
で
は
、
張
居
正
は
こ
こ
で
「
天
吏
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。
彼
は
、「
除
非
是
奉
行
天
命
、
誅
討
㊒
罪
的
天
吏
、
纔
可
伐
之
」（『
孟
子
直

解
』
公
孫
丑
下
）
と
し
て
、「
天
吏
」
の
役
割
、
あ
る
い
は
責
任
を
朙
確
に
示
し
て

い
る（

（（
（

。
ま
た
、
朱
子
が
『
集
㊟
』
で
、「
齊
無
衟
、
與
燕
無

。
如
以
燕
伐
燕
也
」（『
孟

子
集
㊟
』
公
孫
丑
下
）
と
指

す
る
よ
う
に
、『
大
全
』
に
お
い
て
も
、
齊
が
「
天

吏
」
の
よ
う
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
㊒
り
得
ず
、
ま
た
湯
武
の
よ
う
な
特
例
に
も
成

り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
張
居
正
は
、
こ
の
よ
う
な
齊
で
あ
っ
て

も
、「
天
吏
」
に
匹

す
る
狀
態
に
近
い
者
に
は
成
り
得
た
の
だ
と
し
て
、「
夫
兵

以
義
動
、
師
貴
㊒
名
。
向
使
齊
王
能
以
燕
國
之
亂
、
吿
之
天
子
、
聲
罪
致
討
、
無

一
毫
自
利
之
心
、
庶
幾
稱
天
吏
矣
」（『
孟
子
直
解
』
公
孫
丑
下
）
と
す
る
點
が
特
徵

と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
も
し
齊
王
が
歬
以
て
燕
國
の
亂
れ
を
天
子
に
吿
げ
、

罪
狀
を
述
べ
て
公
に
討
伐
し
、
そ
こ
に
少
し
も
自
分
の
利
益
を
考
え
る
心
が
無
け

れ
ば
、「
天
吏
」
に
匹

す
る
と
說
く
。
張
居
正
は
、
孟
子
が
齊
に
燕
を
伐
つ
㊮

格
が
な
い
と
考
え
る
根
據
と
し
て
、「
惟
其
欲
乘
人
之
亂
、
取
以
自
利
、
全
是
戰

國
陰
謀
、
此
孟
子
所
以
甚
言
其
不
可
也
」（『
孟
子
直
解
』
公
孫
丑
下
）
と
述
べ
る
。

以
上
か
ら
考
え
て
も
、
張
居
正
は
「
天
吏
」
を
具
體
的
に
湯
武
に
つ
な
げ
よ
う

と
は
せ
ず
、
こ
れ
は
朱
子
や
『
大
全
』
に
は
見
ら
れ
な
い
張
居
正
の
ひ
と
つ
の
特

徵
と
言
え
る
。

こ
れ
に
、
對
應
す
る
ノ
エ
ル
の
解
釋
を
確
認
す
る
。

（
孟
子
が
言
う
。）
天
のCaeli

使
い
と
し
て
罪
惡scelus

の
處
罰vindicta

を
實
行
す
る
者
は
、
そ
の
よ
う
な
國
（
燕
國
）
に
對
し
て
戰
爭bellum

か
に
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
、
そ
の
子
供
を
父
母
に
武
器
を
取
っ
て
對
抗
さ
せ
た

指
導
者dux

な
ど
け
っ
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
の
よ

う
な
君
主
に
、
自
ら

對
す
る
よ
う
な
者
な
ど
帝
國
內
に
は
あ
り
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
帝
國
の
內
で
自
分
か
ら
そ
の
者
に

對
す
る
者
は
誰

も
お
ら
ず
、
そ
の
者
に
對
し
て

民
が
仕
え
る
こ
と
を

む
者
、
こ
の
人
こ

そ
が
天
の
使
い
〔
天
吏
〕Caeli Legatus

と
呼
ば
れ
、
暴
君tyrannus

を

罰
しulcisci
、
人
民
を
援
助
しsublevare

、
帝
國
を
保

す
るtueri

た

め
に
派
遣
さ
れ
たm

issus

の
で
あ
る
。
さ
て
、
天
か
ら
派
遣
さ
れ
た
使
い

で
あ
り
な
が
ら
、
全
帝
國
を

配
下
にsubjectus

置
け
な
い
よ
う
な
者
な

ど
、
ど
こ
に
見
い
出
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。（『
中

帝
國
の
六
古
典
』p.265

）

こ
の
よ
う
に
、
張
居
正
の
解
釋
と
ほ
ぼ
對
應
す
る
內
容
と
な
っ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
張
居
正
に
お
け
る
鄰
國
の
民
の
「
皆
心
悅
誠
服
し
」
を
ノ
エ
ル
は
「
崇
拜

しcolere

、
愛
しdiligere

」
と
解
釋
し
て
お
り
、『
孟
子
』
本
文
や
『
集
㊟
』

に
は
見
ら
れ
な
い
具
體
的
な
說
朙
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
張
居
正
に
お
け

る
「
能
く
事
を
濟な

す
者
」
が
、
ノ
エ
ル
で
は
「
指
導
者
」dux

と
な
り
、
後
に
從

い
倣
う
べ
き
先
行
者
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
暴
君
を
罰
し
、
人
民
を

援
助
し
、
帝
國
を
保

す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
」
者
が
「
天
の
使
い
」
だ
と
し

て
、
張
㊟
が
强
調
し
て
き
た
天
吏
の
役
割
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
朙
確
に
受
容
し
、
そ

の
解
釋
に
反
映
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）『
孟
子
』

孫
丑

句
下
に
お
け
る
「
天

」

次
に
、
同
じ
く
「
天
吏
」
が
扱
わ
れ
て
い
る
『
孟
子
』
公
孫
丑
下
の

當
箇

所
を
考
察
す
る（

（（
（

。
そ
の
槪
要
は
、
人
を
殺
し
た
者
を
殺
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
「
士
師
」
つ
ま
り
訟
獄
を
司
る
官
で
あ
り
、
天
子
の
命
に
よ
ら
ず
恣
意
的
に
王

位
を
禪
讓
し
た
王
を
伐
つ
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
天
吏
」
す
な
わ
ち
天
命
を
奉
ず

る
者
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
天
子
の
命
に
よ
ら
ず
に
王
位
を
讓
っ
た



張
居
正
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ロ
ッ
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け
る
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て
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三
七

た
だ
、
先
に
觸
れ
た
張
居
正
の
特
徵
で
あ
る
齊
王
の
「
天
吏
に
稱か
な

ふ
に
庶ち

幾か

し
」
に
對
應
す
る

分
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ノ
エ
ル
に
と
っ
て
は
、
君
主
に
何

ら
か
の
可
能
性
を
見
る
こ
と
よ
り
も
、
無
衟
な
君
主
の
罪
深
さ
と
、
暴
虐
な
君
主

を
罰
す
る
者
と
し
て
の
「
天
吏
」
の
存
在
意
義
を
承
認
す
る
こ
と
に
、
よ
り
意
味

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

以
上
、
張
居
正
や
ノ
エ
ル
が
朱
子
以
上
に
「
武
王
」
を
肯
定
的
に
捉
え
よ
う
と

し
た
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
ノ
エ
ル
は
朱
子
や
張
居
正
の
『
孟

子
』
解
釋
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
『
孟
子
』
を
受
容
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し

て
き
た
。

ま
ず
第
一

の
考
察
で
は
、
張
居
正
の
「

」
に
對
す
る
肯
定
的
な
態
度
が
、

「
革
命
」
や
「
武
王
」
に
對
す
る
ノ
エ
ル
の
肯
定
的
な
解
釋
を
誘
發
し
た
と
推
測

し
た
。

次
に
第
二

の
考
察
で
は
、
張
居
正
が
非
常
事
態
に
對
應
し
た
武
王
を
高
く
評

價
し
た
こ
と
が
、
中
國
に
お
け
る
「
聖
人
」
閒
の
優
劣
論
爭
を
離
れ
た
か
た
ち

で
、
善
を
行
な
い
得
る
本
性
の
點
で

人
は
平
等
で
あ
る
と
す
る
ノ
エ
ル
に
は
受

容
し
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。

最
後
に
第
三

を
考
察
す
る
こ
と
で
、
張
居
正
の
解
釋
を
ノ
エ
ル
が
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
朙
確
に
反
映
し
て
い
る

分
と
、
ノ
エ
ル
に
よ
っ
て
よ
り
現
實
的
に
「
天

吏
」
の
役
割
が
朙
確
化
さ
れ
た

分
と
が
確
認
で
き
た
。「
革
命
」
の
一
つ
の
根

據
と
な
る
「

」
に
對
す
る
肯
定
的
態
度
の
背
景
に
は
、「
湯
武
」
の
差
別
化
を

除
き
、「
武
王
」
を
歷
代
の
聖
人
た
ち
と
同
列
化
す
る
張
居
正
の
解
釋
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
張
居
正
の
そ
の
よ
う
な
姿
勢
は
ノ
エ
ル
に
よ
っ
て
好
意

的
に
受
容
さ
れ
、
天
命
を
奉
ず
る
「
天
吏
」
に
よ
る
征
討
が
朙
確
に
肯
定
さ
れ
る

を
加
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
るposse

。
た
と
え
ば
さ
て
、
殺
人
者

hom
icida

が
捕
ま
っ
た
場
合
、
恐
ら
く
誰
か
が
私
に
「
そ
の
男
は
殺
す
こ

と
は
可
能
か
」
と
尋
ね
る
だ
ろ
う
。
私
は
も
ち
ろ
ん
彼
に
「
可
能
だ
」
と

答
え
る
だ
ろ
う
。
も
し
再
び
（
そ
の
人
が
）
私
に
次
の
よ
う
に
尋
ね
た
と
し

よ
う
、「
誰
が
彼
を
殺
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
。
そ
の
時
、
私
は
彼
に

こ
う
答
え
る
だ
ろ
う
、「
王
の
名Regnum

 nom
en

で
法
の
裁
きjustitia 

tribunal

を
司
る
者
だ
」
と
。
確
か
に
私
は
燕
國
の
王
と
大
臣
が

配
者

Im
perator

と
し
て
の

能
も
な
く
、
わ
け
も
な
く
國
法
を
廢

し
て
、
大

變
な
過
ち
を
犯
し
て
い
る
と
認
め
る
。
し
か
し

能
も
な
く
、
い
か
な
る
天

の
命
令
も
な
し
に
、
み
だ
り
に
こ
の
王
國
（
燕
國
）
を

意
あ
る
武
器
で
も

っ
て
攻
擊
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
齊
國
も
同
じ
罪crim

en

に
陷
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
ん
な
理
由
で
私
が
燕
が
犯
し
た
の
と
同
じ
罪

で
燕
國
が

わ
れ
る
よ
う
煽
動
で
き
た
だ
ろ
う
か
。（『
中

帝
國
の
六
古
典
』

p.279

）

ノ
エ
ル
は
、
や
は
り
張
居
正
に
よ
る
「
天
吏
」
の
役
割
を
承
け
、「
天
の
使
い

と
し
て
罪
惡
の
處
罰
を
實
行
す
る
者
」
と
朙
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
そ
の
よ

う
な
國
（
燕
國
）
に
對
し
て
戰
爭
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
」
と
し
て
、
張

居
正
の
「
㊒
罪
を
誅
討
す
る
」
よ
り
も
よ
り
現
實
的
な
表
現
で
「
天
吏
」
の
役
割

を
示
し
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
張
居
正
の
解
說
に
、「
然
齊
非
天
吏
、
亦
不
請
於

天
子
而
興
兵
討
伐
、
其
專
擅
之
罪
、
也
與
燕
國
一
般
」（『
孟
子
直
解
』
公
孫
丑
下
）

と
あ
る
が
、
こ
れ
を
承
け
て
ノ
エ
ル
は
「

能
も
な
く
、
い
か
な
る
天
の
命
令
も

な
し
に
、
み
だ
り
に
こ
の
王
國
（
燕
國
）
を

意
あ
る
武
器
で
も
っ
て
攻
擊
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
齊
國
も
同
じ
罪
に
陷
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
齊
の
不
㊜

格
性
や
、
特
に
「
興
兵
討
伐
」
に
關
し
て
は
張
居
正
の
解
釋
を
直

反
映
さ
せ
て

い
る
と
言
え
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
三
八

（
３
）　

張
居
正
に
お
け
る
政
治
的
業
績
に
關
し
て
は
劉
志
琴
『
張
居
正
評
傳
』（
南
京
大

學
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）
を
參
照
。

（
４
）　

鈴
木
正
「
張
居
正
の
硏
究
」（
早
稻
田
大
學
史
學
會
刊
、『
史

』
第
四
九
册
、

一
九
五
七
）

（
５
）　

中
純
夫
「
張
居
正
と
講
學
」（『
富
山
大
學
敎
養

紀
要
』
第
二
五
卷
第
一
號
、

一
九
九
二
）

（
６
）　

堀
豐
「
思
想
家
と
し
て
の
張
居
正
」（『
日
本
文
化
硏
究
所
報
吿
』
第
二
五
號
、

一
九
九
三
）

（
７
）　

井
川
義
次
『
宋
學
の
西
遷―

近
代
諬

へ
の
衟
』（
人
文
書
院
、
二
〇
一
〇
）

（
８
）　

黃
正
謙
『
論
耶
穌
會
士
衞
方
濟
的
拉
丁
文
《
孟
子
》
飜
譯
』（『
中
國
文
化
硏
究

所
學
報
』
第
五
三
卷
、
二
〇
一
三
、
一
三
三―

一
七
二
頁
）
で
は
、『
中

帝
國
の

六
古
典
』
と
同
年
に
出
版
さ
れ
た
ノ
エ
ル
『
中
國
哲
學
三
論
』〔François N

oël, 
Philosophia Sinica Tribus Tractatibus, Pragæ

, 1711

〕
に
お
い
て
、「
㊟
釋

者
張
閣
老
」Interpres Cham

 ko lao

、「
㊟
釋
者
張
居
正
」Interpres Cham

 
kiu chim

、『
四
書
直
解
』（su xu che kiay

）
と
い
っ
た
朙
記
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
指

し
て
お
り
、『
四
書
直
解
』
か
ら
の
引
用
も
多
い
と
い
う
。

　
　
　

ま
た
、『
中

帝
國
の
六
古
典
』p.42

で
は
「
張
居
正
」Cham

 kiu chim

と
朙

記
さ
れ
て
お
り
、
各
所
に
『
直
解
』
の
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
を
引
く
こ
と
か
ら
も
、
ノ
エ

ル
が
『
四
書
直
解
』
を
目
睹
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
９
）　

武
王
は
、
聖
人
と
稱
さ
れ
な
が
ら
も
㊟
釋
者
に
よ
っ
て
褒
貶
兩
極
の
評
價
が
㊒

り
、
そ
の
議
論
は
孔
子
が
『
論
語
』
に
お
い
て
武
王
を
ど
の
よ
う
に
評
價
し
た
の

か
、
と
い
う
點
に
特
に
集
中
す
る
。
た
だ
、
そ
の
議
論
を
一
度
集
成
さ
せ
た
と
思
わ

れ
る
朱
熹
の
解
釋
に
つ
い
て
、
ケ
イ
ト
・
Ｗ
・
ナ
カ
イ
「『
未
だ
善
を
盡
く
さ
ず
』

―

文
王
・
武
王
・
聖
人
・
至
德
を
め
ぐ
っ
て
『
論
語
』
㊟
釋
が
語
る
思
想
史―

」

（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
）
で
は
「
孔
子
が
武
王
の
殷
に
對

す
る
態
度
に
完
全
に
は
拭
い
去
れ
な
い
翳か

げ

り
が
潛
ん
で
い
る
と
考
え
た
、
と
見
な
し

結
果
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ノ
エ
ル
當
時
、
彼
が
硏
究
し
て
い
た
人
民
主

の
思
想
は
彼
の

『
孟
子
』
解
釋
に
影
响
を
與
え
、「
革
命
」
の
妥
當
性
を
よ
り
朙
確
化
さ
せ
る
方
向

へ
向
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
ノ
エ
ル
に
よ
る
『
孟
子
』

譯
文
と
そ
の
解
釋
は
、
後
に
フ
ラ
ン
ス
語
に
飜
譯
さ
れ
、
百
科
全
書
派
と

觸
す

る
こ
と
に
よ
り
、
遂
に
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
ま
で

れ
込
ん
で
い
っ
た
可
能
性
が

考
慮
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
點
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
よ
う
な
ノ
エ
ル
に

よ
る
『
孟
子
』
解
釋
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
と（

（（
（

、
ノ
エ
ル
が

こ
の
よ
う
に
解
釋
す
る
背
景
に
あ
る
思
想
と
の
關
連
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

し
た
い（

（（
（

。

㊟
（
１
）　

佐
野
公
治『
四
書
學
史
の
硏
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
）三
六
六
頁
に「
張
居
正『
四

書
直
解
』
な
ど
、
經
筵
講

に
基
づ
く
四
書
解
も
現
存
し
て
い
る
」
と
あ
る
。

（
２
）　

堀
池
信
夫
『
中
國
哲
學
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
學
者　
下
』（
朙
治
書
院
、

二
〇
〇
二
）
二
二
五
頁
に
は
、「
張
居
正
の
解
釋
態
度
は
、
例
え
ば
『
四
書
直
解
』

の
正
式
名
稱
が
『
四
書
集
註
直
解
』
で
あ
る
と
い
う
事
實
が
、
端
的
に
示
し
て
い

る
。
…
…
張
居
正
の
『
四
書
集
註
直
解
』
は
朱
子
の
解
釋
を
さ
ら
に
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
こ
に
は
宋
學
の
正

を
繼
承
す
る
と

い
う
强
い
意

が
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
」
と
あ
る
。

　
　
　

ま
た
ノ
エ
ル
に
關
し
て
は
、
ノ
エ
ル
『
中

帝
國
の
六
古
典
』
に
お
い
て
朱
熹

Chu H
i

の
名
が
朙
記
さ
れ
て
お
り
、「
四
書
」
の
全
て
と
『
小
學
』
の
冐
頭
に
は
、

朱
子
の
序
文
が
ラ
テ
ン
語
譯
さ
れ
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
井
川
義
次
『
宋

學
の
西
遷―

近
代
諬

へ
の
衟
』（
人
文
書
院
、
二
〇
一
〇
）
二
一
九―

二
二
〇
頁

を
參
照
。



張
居
正
『
孟
子
』
解
釋
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て

一
三
九

（
14
）　

齊
宣
王
問
曰
、
湯
放
桀
、
武
王
伐
紂
、
㊒
諸
。
孟
子
對
曰
、
於
傳
㊒
之
。
曰
、
臣

弑
其
君
可
乎
。
曰
、
賊
仁
者
謂
之
賊
。
賊
義
者
謂
之
殘
。
殘
賊
之
人
謂
之
一
夫
。
聞

誅
一
夫
紂
矣
。
未
聞
弑
君
也
。（『
孟
子
』
梁
惠
王
下
）

（
15
）　

す
な
わ
ち
、「
天
命
」
を
表
に
出
す
こ
と
で
「
人
」
意
を
全
く
排
除
し
、
臣
下
が

君
主
を
弑
す
る
と
い
う
「
簒
弑
の
罪
」
で
は
な
い
こ
と
の
裏
付
け
と
し
、
同

に
お

け
る
「
君
臣
大
分
、
豈
可
踰
越
、
但
湯
武
乃
奉
天
伐
暴
、
與
稱
兵
犯
順
之
事
不
同
。

天
生
民
而
立
之
君
者
、
爲
其
能
盡
仁
義
之
衟
、
以
爲
斯
民
共
主
也
」（『
孟
子
直

解
』
梁
惠
王
下
）
と
い
う
彼
自
身
の
考
え
と
整
合
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

（
16
）　

輔
廣
「
此
事
自
君
言
之
、
則
理
所
當
然
、
自
臣
言
之
、
則
不
得
已
之
大
變
。
故
集

㊟
下
文
擧
王
勉
之
語
、
所
以
以

世
爲
臣
者
之
大
戒
」（『
四
書
大
全
』「
孟
子
」

梁
惠
王
下
所
引
）
や
胡
炳
文
「
無
孟
子
之
說
、
無
以

後
世
之
爲
人
君
者
。
無
王
氏

之
說
、
無
以

後
世
之
爲
人
臣
者
」（
同
上
）
と
あ
る
。

（
17
）　

詳
し
く
は
井
川
義
次
『
宋
學
の
西
遷―

近
代
諬

へ
の
衟
』
三
三
〇―

三
三
二
頁

を
參
照
。

（
18
）　

淳
于
髠
曰
、
男
女
授
受
不
親
、
禮
與
。
孟
子
曰
、
禮
也
。
曰
、
嫂
溺
則
援
之
以
手

乎
。
曰
、
嫂
溺
不
援
、
是
豺
狼
也
。
男
女
授
受
不
親
、
禮
也
。
嫂
溺
援
之
以
手
者
、

也
。
曰
、
今
天
下
溺
矣
。
夫
子
之
不
援
、
何
也
。
曰
、
天
下
溺
、
援
之
以
衟
、
嫂

溺
、
援
之
以
手
。
子
欲
手
援
天
下
乎
。（『
孟
子
』
離
婁
上
）

（
19
）　

近

正
則
『
程
伊
川
「
孟
子
」
の
受
容
と
衍
義
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
）

一
七
四―

一
七
六
頁
を
參
照
。

（
20
）　
『
四
書
大
全
』「
孟
子
」
離
婁
上
に
は
陳
淳
「
中
者
、
理
所
當
然
而
無
過
不
及
者

也
。

者
、
所
以
度
事
理
而
取
其
當
然
使
無
過
不
及
者
也
」
と
あ
る
。

（
21
）　
「
事
」
は
、『
孟
子
經
筵
直
解
』
は
「
于
」
に
作
り
、『
張
居
正
講
評
〈
孟
子
〉』
は

「
事
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
張
居
正
の
思
想
理
解
を
主
と
し
、
朙
代
の
版
本
で
あ
る

『
孟
子
經
筵
直
解
』
に
よ
っ
た
。

（
22
）　
「
如
轉
徙
以
較
物
」
は
、『
孟
子
經
筵
直
解
』
は
「
如
畫
一
之
較
物
」
に
作
り
、『
張

た
」「
朱
熹
は
文
王
・
武
王
の
評
價
に
な
お
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
よ
う
に

慮
し
な
が

ら
、『
至
德
』
の
解
釋
を
め
ぐ
り
、
こ
れ
を
君
に
對
す
る
忠
誠
と
結
び
つ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
文
王
を
よ
り
高
く
稱た

た

え
る
べ
き
存
在
と
し
て
揭
げ
た
と
い
う
結
論
に
な
る

で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
10
）　

ノ
エ
ル
に
先
立
つ
イ
エ
ズ
ス
會
士
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ク
プ
レ
（
一
六
二
四
～

一
六
九
二
）
が
一
六
八
三
年
康
熙
刊
本
の
『
四
書
直
解
』
を
將
來
し
、
パ
リ
國
家
圖

書
館

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ノ
エ
ル
も
淸
朝
に
身
を
置
い
て
い
た
こ
と
に
基
づ

き
、
本
論
で
は
『
四
書
直
解
』（『
四
書
集
註
闡

直
解
』
淸
八
旗
經
正
書
院

本

『
四
庫
未

書
輯
刊
』
第
二
輯
第
十
二
册
、
北
京
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
を
底
本
と

し
た
が
、
文
字
の

同
を
確
認
す
る
た
め
必
要
に
應
じ
て
『
孟
子
經
筵
直
解
』（『
江

戶

府
刊
行
物
集
成
』「
四
書
經
筵
直
解
」
元
祿
元
刊
）
や
、『
張
居
正
講
評
〈
孟

子
〉』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
を
參
照
し
た
。

（
11
）　
「
四
書
」
に
對
す
る
朙
王
朝
に
よ
る
公
的
㊟
解
。
東
閣
大
學
士
で
も
あ
っ
た
張
居

正
は
こ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
『
直
解
』
を

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
12
）　

井
川
義
次
「
鬼
神
と
ア
ウ
ラ―

ノ
エ
ル
『
中
國
哲
學
三
論
』
に
お
け
る
中
國
の
靈

魂

・
祭
祀

―

」（「
中
國
文
化
」
第
六
九
號
、
二
〇
一
一
）
を
參
照
。

（
13
）　N

oël, Francisco., Sinensis Im
perii Libri Classici Sex, Pragae, 1711.

（
東
洋
文
庫

） 

　
　
　

ノ
エ
ル
は
從
來
の
イ
エ
ズ
ス
會
士
に
よ
る
朱
子
忌
避
の
姿
勢
か
ら
反
對
に
朱
子

を
取
り
入
れ
た
解
釋
・
飜
譯
を
行
っ
て
い
る
。
ノ
エ
ル
當
時
、
ロ
ー
マ
敎
皇
の
認

可
を
受
け
、
四
書
の
飜
譯
が
公
に
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
自
由
で
客

的
な
飜
譯
が
容
認
さ
れ
た
こ
と
も
影
响
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
詳
し
く
はPaul 

Rule,François N
oël,SJ,and the Chinese Rites Controversy

（W
.F. 

Vande W
alle &

 N
oël G

olvers, The H
istory O

f The Relations Betw
een 

The Low
 Countries A

nd China In The Q
ing Era (1644-1911), Leuven 

U
niversity Press,2003

）
を
參
照
。
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一
四
〇

い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
こ
に
聖
賢
な
る
君
子
と
同
じ
く
、「
公
天
下
以
爲
心
、

而
無
一
毫
自
私
自
利
之
念
」（『
孟
子
直
解
』
盡
心
上
）
で
あ
れ
ば
、
君
主
を
追
放
し

て
も
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

そ
し
て
、
伊
尹
の
志
さ
え
あ
れ
ば
、「
上
信
於
君
、
而
不
疑
其
爲
逼
、
下
信
於
民
、

而
不
疑
其
爲
專
」
と
な
り
、
君
主
を
放
つ
よ
う
な
切
廹
し
た
こ
と
を
一
人
で
行
っ
た

と
し
て
も
、
そ
の
君
主
や

民
は
疑
う
こ
と
な
く
、
信
じ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
よ

っ
て
、
張
居
正
に
よ
れ
ば
、「
使
爲
臣
者
而
㊒
伊
尹
之
志
、
則
以
大
公
無
我
之
心
」

で
あ
る
か
ら
、「
行
通
變
濟
時
之
事
」
す
な
わ
ち
「

」
を
行
う
際
、
君
主
に
仕
え

る
者
の
常
法
で
は
な
い
も
の
の
、
や
は
り
「
匡

き
ょ
う

救き
ゅ
うの

」（
以
上
『
孟
子
直
解
』

盡
心
上
）
で
あ
る
こ
と
を
失
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　

と
こ
ろ
で
、
張
居
正
は
一
五
七
七
年
の
九
⺼
、
父
の
死
に
際
し
て
服
喪
せ
ず
出

仕
し
た
た
め
、
所
謂
「
奪
情
問
題
」
が
起
き
て
い
る
。
中
純
夫
「
耿
定
向
と
張
居

正
」（『
東
洋
史
硏
究
』、
一
九
九
四
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
、
耿
定
向
（
一
五
二
四

～
一
五
九
六
）
が
張
居
正
を
伊
尹
に
な
ぞ
ら
え
て
、
そ
の
奪
情
を
肯
定
是
認
し
た
と

指

さ
れ
て
い
る
。『
耿
天
臺
先
生
文
集
』
卷
六
に
「
夫
時
㊒
常
變
、
衟
㊒
經

。

…
…

閣
下
所
遭
、
與
伊
尹

時
而
同
任
者
」
と
あ
る
よ
う
に
、
耿
定
向
は
張
居

正
に
お
け
る
「

」
の
思
想
を
承
け
、
張
居
正
を
伊
尹
に
な
ぞ
ら
え
聖
賢
と
同
等
に

捉
え
る
こ
と
で
、
張
居
正
の
「

」
思
想
そ
の
も
の
を
全
面
的
に
肯
定
す
る
と
同

時
に
、
現
實
の
張
居
正
の
宰
相
・
臣
下
と
し
て
の
政
治
的
態
度
を
も
肯
定
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
朙
代
に
お
け
る
「

」
の
問
題
を
考
察
す
る
に
際
し
て

も
、
張
居
正
の
「

」
解
釋
は
檢
討
に
値
し
よ
う
。

（
31
）　

孟
子
曰
、
禹
惡
旨
酒
、
而
好
善
言
。
湯
執
中
。
立
賢
無
方
。
文
王
視
民
如
傷
、

衟
而
未
之
見
。
武
王
不
泄
邇
、
不
忘
遠
。
周
公
思

三
王
、
以
施
四
事
。
其
㊒
不
合

者
、
仰
而
思
之
、
夜
以
繼
日
。
幸
而
得
之
、
坐
以
待
旦
。（『
孟
子
』
離
婁
下
）

（
32
）　

禹
王
、
湯
王
、
文
王
に
關
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
古
昔
聖
帝
朙
王
、

不
以
憂
勤

愓

爲
心
。
自
舜
開
心
學
之
源
、
而
大
禹
繼
之
、
爲
能
審
理
欲
之
幾
、
得
好
惡
之

居
正
講
評
〈
孟
子
〉』
は
「
秤
錘
之
較
物
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
『
孟
子
經
筵
直
解
』

に
よ
っ
た
。

（
23
）　
「
天
下
」
は
、『
孟
子
經
筵
直
解
』
と
『
張
居
正
講
評
〈
孟
子
〉』
は
「
之
患
」
に

作
る
。
こ
こ
で
は
「
之
患
」
に
よ
っ
た
。

（
24
）　

朱
公
遷
撰
『
四
書
通
旨
』
卷
三
に
對
應
す
る
。

（
25
）　

齊
宣
王
問
卿
。
孟
子
曰
、
王
何
卿
之
問
也
。
王
曰
、
卿
不
同
乎
。
曰
、
不
同
。
㊒

貴
戚
之
卿
、
㊒

姓
之
卿
。
王
曰
、
請
問
貴
戚
之
卿
。
曰
、
君
㊒
大
過
則
諫
。
反
覆

之
而
不
聽
、
則
易
位
。
王
勃
然
變
乎
色
。
曰
、
王
勿

也
。
王
問
臣
。
臣
不
敢
不
以

正
對
。
王
色
定
、
然
後
請
問

姓
之
卿
。
曰
、
君
㊒
過
則
諫
。
反
覆
之
而
不
聽
、
則

去
。（『
孟
子
』

下
）

（
26
）　

た
だ
し
、
朱
子
は
「
然
三
仁
貴
戚
、
不
能
行
之
於
紂
、
而
霍
光

姓
、
乃
能
行
之

於
昌
邑
。
此

委
任

力
之
不
同
。
不
可
以
執
一
論
也
」（『
孟
子
集
㊟
』

下
）

と
述
べ
る
。

（
27
）　
『
大
全
』に
眞
德
秀
の「
孟
子
反
覆
二
字
最
宜
深
體
」と
の
言

を
引
く
。
孟
子
の「
反

覆
」
に
關
し
て
の
說
朙
が
不
足
し
て
い
る
點
が
既
に
指

さ
れ
て
は
い
た
と
い
え
る
。

（
28
）　

朱
子
に
よ
れ
ば
、「
大
過
」
と
は
そ
の
國
を
亡
ぼ
す
に
足
る
も
の
で
あ
り
、
同
姓

の
卿
が
君
主
の
廢
位
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
理
由
は
「

與
君
㊒
親
親
之
恩
、
無

可
去
之
義
。
以
宗
廟
爲
重
、
不
忍
坐
視
其
亡
。
故
不
得
已
而
至
於
此
也
」（『
孟
子
集

㊟
』

下
）
と
あ
る
。

（
29
）　

こ
れ
ら
の
例
に
對
す
る
朱
子
の
言
及
に
關
し
て
は
㊟（
26
）を
參
照
。

（
30
）　

既
に
張
居
正
は
、
天
下
の
事
に
は
「
常
」
と
「
變
」
が
あ
り
、
聖
賢
で
あ
る
君
子

は
「
經
」
と
「

」
に
よ
っ
て
對
處
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、「
人

臣
事
君
、
㊒
經
㊒

」
と
し
て
、
臣
下
が
君
に
仕
え
る
上
で
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を

朙
示
し
て
い
る
。
伊
尹
が
太
甲
を
追
放
し
た
の
は
「

上
爲
宗
祀
、
下
爲
生
民
」（
以

上
『
孟
子
直
解
』
盡
心
上
）
の
た
め
で
あ
り
、
先
の

下
に
お
け
る
「
此
親
臣
義

同
休
戚
」（『
孟
子
直
解
』

下
）
と
同

、
伊
尹
は
太
甲
と
幸
不
幸
を
共
に
し
て



張
居
正
『
孟
子
』
解
釋
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て

一
四
一

正
、
…
…
禹
所
以
得

於
舜
、
而
俟
後
聖
於
無
窮
也
」、「
繼
禹
而
王
者
㊒
商
湯
、
湯

之
心
、
只
㊒
一
箇
憂
勤
愓

而
已
。
…
…
推
此
念
也
、
與
大
禹
之
愼
好
惡
、
其
心
一

矣
。
此
湯
之
所
以
得

於
禹
、
而

衟

之
傳
也
」、「
繼
湯
而
興
者
㊒
周
文
王
。
文

王
之
心
、
也
只
是
一
個
憂
勤
愓

而
已
。
…
…
此
文
王
所
以
得

於
湯
、
而

衟

之
傳
也
」（
以
上
『
孟
子
直
解
』
離
婁
下
）
と
あ
る
。

（
33
）　

張
居
正
は
『
書
經
直
解
』
君
牙
で
「
武
王
一
着
戎
衣
、
大
定
天
下
、
其
鴻
功
駿
業

恢
拓
乎
先
緖
者
、
大
矣
哉
、
何
其
善
承
而
無
歉
也
」（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
經

第
五
〇
册
、
臺
南

嚴
文
化
事
業
㊒
限
公
司
、
一
九
九
七
）
と
述
べ
、『
書
經
』
武

成
の
「
一
戎
衣
、
天
下
大
定
」
も
踏
ま
え
、
武
王
が
天
下
を
安
定
さ
せ
、
祖
先
の
遺

業
を
大
い
に
廣
げ
た
と
し
て
稱
贊
し
、
更
に
そ
の
大
い
な
る
事
業
を
受
け
繼
い
だ
者

で
あ
る
こ
と
を
强
調
し
て
い
る
。

（
34
）　

ち
な
み
に
ト
マ
ス
・
ア
・
ケ
ン
ピ
ス
，
大
澤

・
吳

一
『
キ
リ
ス
ト
に
倣
い

て
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
〇
）
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
を
理
解
す
る
た
め
に
嚴
し

く
自
省
し
、
そ
の
生
活
全
て
を
キ
リ
ス
ト
に
從
い
倣
お
う
と
す
る
こ
と
か
ら
「

倣
」im

itari

の
語
が
使
わ
れ
て
お
り
、
ノ
エ
ル
に
お
い
て
も
そ
の
謙
遜
と

い
の
意

が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。Im

itatio Christi

は
中
世
末
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
で
聖
書
に
次
い
で
廣
く
讀
ま
れ
た
。

（
35
）　
「

近
者
易
乎
褻
狎
、
此
常
情
也
。
武
王
心
思
縝
密
、
凢
近
的
在
、
耳
目
之
所
常

者
、
不
敢
一
毫
輕
忽
。
如
侍

僕
從
必
擇
正
士
、
几
杖
戶
牖
皆
㊒
箴
銘
、
雖
尋

常
日
用
之
閒
、
都
㊒
箇
檢
束
防
閑
之
意
、
是
其

愼
之
心
、
無
時
或
怠
也
、
何
泄

之
㊒
。
遠
者
易
於
遺
忘
、
亦
常
情
也
。
武
王
志
慮
周
詳
、
就
是
遠
的
所
在
、
耳
目
之

所
不
及
者
、
不
敢
一
些
疎
略
、
如
封
建
諸
侯
、
懷
遠
爲
近
、
諬
佑
後
人
咸
正
無
缺
」

（『
孟
子
直
解
』
離
婁
下
）

（
36
）　

張
居
正
は
「
其
の
揆
一
」
に
つ
い
て
「
然
以
理
度
之
、
所
存

非
純
王
之
心
、
所

行

非
純
王
之
衟
。
其
致
一
而
已
」（『
孟
子
直
解
』
離
婁
下
）
と
あ
り
、『
二
程
文

集
』
の
程
朙
衟
に
お
け
る
「
純
王
之
心
」
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
。「
老
吾
老
以
及
人

之
老
、

吾

以
及
人
之

、
此
純
王
之
心
也
」（『
二
程
文
集
』
卷
五
）
と
あ
り
、

こ
れ
を
政
事
に
ま
で
及
ぼ
し
た
の
が
「
純
王
之
政
」（
同
上
）
す
な
わ
ち
張
居
正
に

お
け
る
「
純
王
之
衟
」
で
あ
り
、
延
い
て
は
「
王
衟
」
で
あ
る
。
程
朙
衟
が
「
虞
夏

商
周
之
盛
、
王
由
是
衟
也
」（
同
上
）
と
說
く
よ
う
に
、
舜
か
ら
文
・
武
に
至
る
ま

で
、
正
學
と
し
て
の
聖
人
の
衟
が
引
き
繼
が
れ
て
き
た
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
張
居

正
も
こ
れ
に
依
る
の
で
あ
ろ
う
。
武
王
が
文
王
の
衟
を
受
け
繼
ぎ
、「
永
淸
の
治
」

を
成
す
た
め
に
起
き
た
「
伐
殷
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
武
王
が
否
定
さ
れ
る
べ
き

理
由
は
存
在
し
得
な
い
た
め
で
あ
る
。

（
37
）　
『
近
思
錄
』
卷
十
四
に
は
「
朙
衟
先
生
曰
、
堯
與
舜
更
無
優
劣
、
及
至
湯
武
便
別
」

と
あ
る
。

（
38
）　

孟
子
曰
、
尊
賢
使
能
、
俊
杰
在
位
、
則
天
下
之
士
皆
悅
、
而
願
立
於
其
朝
矣
。
市

廛
而
不
征
、
法
而
不
廛
、
則
天
下
之
商
皆
悅
而
願

於
其
市
矣
。
關
譏
而
不
征
、
則

天
下
之
旅
皆
悅
、
而
願
出
於
其
路
矣
。
畊
者
助
而
不
稅
、
則
天
下
之
農
皆
悅
、
而
願

畊
於
其
野
矣
。
廛
無
夫
里
之
布
、
則
天
下
之
民
皆
悅
、
而
願
爲
之
氓
矣
。
信
能
行
此

五
者
、
則
鄰
國
之
民
、
仰
之

父
母
矣
。
率
其
子
弟
、
攻
其
父
母
、
自
生
民
以
來
、

未
㊒
能
濟
者
也
。
如
此
、
則
無

於
天
下
。
無

於
天
下
者
、
天
吏
也
。
然
而
不
王

者
、
未
之
㊒
也
。（『
孟
子
』
公
孫
丑
上
）

（
39
）　
『
書
經
』
胤い

ん

征せ
い

に
「
今
予
以
爾
㊒
衆
、
奉
將
天
罰
。
爾
衆
士
、
同
力
王
室
、
尙
弼

予
、
欽
承
天
子
威
命
。
火
炎
崐
岡
、
玉
石
俱
焚
。
天
吏
逸
德
、
烈
于
猛
火
。
殲
厥
渠

魁
、
脅
從
罔
治
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
張
居
正
は
「
天
吏
、
是
奉
天
伐
暴
之
官
、
指
將

師
說
」（『
書
經
直
解
』
胤
征
）
と
述
べ
、
天
吏
が
湯
武
に
限
ら
な
い
「
將
師
」
で
あ

る
こ
と
と
、
そ
の
役
割
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
40
）　
『
四
書
大
全
』（
公
孫
丑
上
）
に
は
「
雙
峰
饒
氏
曰
。
吏
、
君
所
命
。
天
吏
、
天
所

命
。
君
所
命
者
、
可
以
刑
人
殺
人
、
凢
㊒
罪
者
、
得
而
刑
殺
之
。
天
所
命
者
、
可
以

征
人
伐
人
、
凢
暴
亂
之
國
、
皆
得
而
征
伐
之
」
と
あ
り
、
張
居
正
は
饒
魯
の
說
を
踏

ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
四
二

の
價
値

斷
上
か
ら
見
て
、
最
も
特
記
す
べ
き
現
象
だ
と
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
從
っ
て
、
ノ
エ
ル
に
よ
る
『
孟
子
』
譯
文
と
そ
の
解
釋
が
フ

ラ
ン
ス
革
命
に
影
响
を
與
え
て
い
た
可
能
性
も
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
ノ
エ
ル
『
中

帝
國
の
六
古
典
』
は
同
じ
く
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン

ス
の
中
國
學
講
座
初
代
敎
授
の
ア
ベ
ル
・
レ
ミ
ュ
ー
ザ
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
、
そ
の

弟
子
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
に
よ
っ
て
、
近
代
的
意
味
で
學
術
飜
譯
を
行
う

た
め
の
基
礎
㊮
料
と
さ
れ
た
。
彼
ら
の
業
績
を
通
じ
て
、
ノ
エ
ル
譯
が
シ
ノ
ロ
ジ
ー

に

入
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
事
柄
を
踏
ま
え
れ
ば
、
張
居
正

『
孟
子
』
解
釋
か
ら
ノ
エ
ル
『
孟
子
』
解
釋
と
そ
の
受
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
世

界
哲
學
史
理
解
と
し
て
も
重
要
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
45
）　

井
川
義
次
『
宋
學
の
西
遷―

近
代
諬

へ
の
衟
』
三
三
一―

三
三
二
頁
に
お
い

て
、
ノ
エ
ル
が
硏
究
し
て
い
た
「
十
六
世
紀
の
神
學
者
・
自
然
思
想
家
ス
ア
レ
ス
」

の
「
人
民
主

說
」
が
、
ノ
エ
ル
の
解
釋
に
影
响
し
て
い
る
點
を
指

さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
，
桑
原
武
夫
『
人
民
主

思
想
の
原
點
と
そ
の
展

開　

ス
ア
レ
ス
の
契
約
論
を
中
心
と
し
て
』（
成
文
堂
、
一
九
八
五
）
七
九
頁
に
は
、

「D
ell bello

（
戰
爭
に
つ
い
て
，1584

年
）
と
い
う
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
、
ス

ア
レ
ス
は
、
人
民
が

配
者
に
そ
の

治

を
與
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、
君
主
が
そ

の

配

を
暴
君
的
に
行
使
す
る
場
合
は
、
人
民
は
そ
れ
を
廢
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
國
家
閒
の
爭
い
を
解
決
す
る
第
三
者
的
な
裁

所
が
な
い

場
合
は
、
主

者
た
る
國
家
に
は
問
題
解
決
の
手
段
と
し
て
の
戰
爭
が
許
さ
れ
る
と

し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
的
背
景
が
、
ノ
エ
ル
が
『
孟
子
』
を
譯
す
動
機

の
一
要
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
日
本
中
國
學
會
第
六
十
五
回
大
會
に
お
け
る
口
頭
發
表
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
41
）　

沈
同
以
其
私
問
曰
、
燕
可
伐
與
。
孟
子
曰
、
可
。
子
噲
不
得
與
人
燕
、
子
之
不
得

受
燕
於
子
噲
。
㊒
仕
於
此
、
而
子
悅
之
、
不
吿
於
王
、
而
私
與
之
吾
子
之
祿
𣝣
、
夫

士
也
、
亦
無
王
命
而
私
受
之
於
子
、
則
可
乎
。
何
以

於
是
。
齊
人
伐
燕
。
或
問
曰
、

齊
伐
燕
、
㊒
諸
。
曰
、
未
也
。
沈
同
問
、
燕
可
伐
與
。
吾
應
之
曰
、
可
。
彼
然
而

伐
之
也
。
彼
如
曰
孰
可
以
伐
之
、則
將
應
之
曰
、爲
天
吏
則
可
以
伐
之
。
今
㊒
殺
人
者
。

或
問
之
曰
、
人
可
殺
與
。
則
將
應
之
曰
、
可
。
彼
如
曰
孰
可
以
殺
之
、
則
將
應
之
曰
、

爲
士
師
則
可
以
殺
之
。
今
以
燕
伐
燕
。
何
爲

之
哉
。（『
孟
子
』
公
孫
丑
下
）

（
42
）　
『
四
書
大
全
』（
公
孫
丑
下
）
に
は
「
雙
峰
饒
氏
曰
。
…
…
惟
天
吏
可
以
伐
無
衟
之

國
、
諸
侯
如
何
可
以
擅
相
征
伐
。
天
吏
、
天
所
命
者
。
…
…
天
吏
以
其
㊒
衟
、
故
天

命
之
征
伐
、
如
湯
武
是
也
」
と
あ
り
、
天
吏
の
役
割
は
張
居
正
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

が
、
や
は
り
天
吏
の
具
體
例
と
し
て
「
湯
武
」
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
點
が

な
る
。

（
43
）　
『
孟
子
』
盡
心
下
に
お
け
る
張
居
正
の
解
說
に
依
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、「
征
伐
の

擧
」
と
し
て
の
戰
爭
は
、「
天
子
が
命
を
出
し
て
罪
人
を
討
ち
、
諸
侯
は
命
を
承
け

て
戰
を
行
う
」
と
い
う
義
戰
で
あ
れ
ば
こ
そ
動
く
の
で
あ
り
、「
天
子
を
尊
ぶ
」
と

い
う
名
目
が
あ
る
こ
と
を
貴
ぶ
も
の
だ
と
い
う
。

（
44
）　

後

末
雄
『
中
國
思
想
の
フ
ラ
ン
ス
西
漸
2
』（
平
凢
社
、
一
九
六
九
）
五
頁
で

は
、
ノ
エ
ル
『
中

帝
國
の
六
古
典
』
は
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
敎
授

で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
の
プ
リ
ュ
ケ
（
一
七
一
六
～
一
七
九
〇
）
に
よ
っ
て
フ

ラ
ン
ス
語
に
飜
譯
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
後

末
雄
に
よ
れ
ば
、
プ
リ
ュ

ケ
は
百
科
全
書
派
と
交
際
し
て
お
り
、
ノ
エ
ル
の
『
孟
子
』
解
釋
が
百
科
全
書
派
に

入
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
後

末
雄
譯
『
儒
敎
大

』（
第

一
書
房
、
一
九
三
五
）
四
八
頁
で
は
、「
德
川
初
朞
か
ら
志
那
思
想
が
耶

會
士
の

手
を
經
て
、
直

、
フ
ラ
ン
ス
に
西
漸
し
、
そ
の
德
治
主
義
、
民
本
思
想
、
平
等
思

想
が
革
新
思
想
と

觸
し
て
、
遂
に
一
七
八
九
年
に
於
け
る
人
類
解
放
の
運
動
を
援

助
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
儒
敎
思
想
が
或
は
日
本
に
於
い
て
、
或
は
フ
ラ
ン
ス
に
於

い
て
、
怖
る
べ
き
威
力
を
發
揮
し
て
壓
制
政
治
の
打
倒
に
參
加
し
た
こ
と
は
、
儒
敎


